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（5）　［社　会］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2019年（平成31年）3月2日（土）

●第16回「ニューヨーク茨城県人会」懇親会＝3/15（金）18:00〜
21:00 NONONO（118 Madison Ave.) 参加費：$40（食事＋ソフト
ドリンク飲み放題）、$50 (食事＋アルコール飲み放題)　　2/28（木）
までにＥメールiitsuka.fujirou_j01@joyobank.co.jp（飯塚さん）に、
①参加の可否、②参加者の人数と全員の名前、③どの参加費か、④遅
刻の場合はおおよその到着時刻を明記して返信を。●美姿勢「骨盤調
整コアヨガワークショップ」＝ 3/14(木 )、
3/28(木)10:00〜11:30  CRS（123 4th Ave.）　参
加費：$10　定員各12人、先着順。骨盤周りの筋肉
をほぐし、体幹力をつけて、頭痛や腰痛を予防し姿
勢 を 美 し く す る 講 習 会 。 申 し 込 み は Ｅ メ ー ル
murai.yukiko@gmail.com(村井さん）まで。●トゥギャザーフォー
311「東日本大震災追悼式典」＝3/10（日）16:45〜18:00 First
Church of Christ, Scientist (10 W.68th st) 入場無料　www.face-
book.com/events/201893520741130/を参照。（11面に英語記事）
●佐々木健二郎講演会「ニューヨーク名画案内」＝3/21（木）18：30
〜20：00　日本クラブ・サクラルーム（145 W. 57th St., ５Fl) Tel:

212-581-2223 参加費：＄15（会員)、＄20（一般)  画家で文筆家の
佐々木氏がNYの美術館のコレクションから美術史上画期的作品・画家
たちを厳選し、アートがどのように変貌してきたのか、スライドを見
せながら解説。www.nipponclub.org ●日本の介護帰国支援合同セ
ミナー＝3/22（金）13:00〜16:00　Gloval Labo (545 8th Ave.
#1410, bet. 37&38th Sts.) 参加無料、定員30人（先着順）日本の介護

事情や幸せな老後の過ごし方、帰国後の財産管理
や税務処理などを解説。主催はケアブリッジ株式
会社、内山公認会計士事務所、後援は週刊NY生活。
申し込みは電話212-213-6069、または「セミナ
ー参加希望」として名前、連絡先を明記してＥメ

ールhisamatsu@nyseikatsu.comまで。●日本クラブ麻雀部親睦大
会＝3/22（金）17：00（夕食）、18：00（ゲーム開始）日本クラブ

（145 W. 57th St.) Tel: 212-581-2223 参加費（夕食つき）：＄50（会
員)、＄60（一般)。日本クラブ特製弁当を食べて半荘４回を楽しむ賭け
金無しの健康麻雀大会。優勝者には日本クラブの食事券を、２位と３
位には高級ワインを贈呈。www.nipponclub.org

www.nyseikatsu.comで詳報

第
２
次
世
界
大
戦
の
終
結
を

祝
い
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ

ム
ズ
ス
ク
エ
ア
で
女
性
に
キ
ス

を
す
る
姿
が
写
真
に
収
め
ら
れ

有
名
に
な
っ
た
元
水
兵
の
ジ
ョ

ー
ジ
・
メ
ン
ド
ン
サ
さ
ん
（
95
）

が
、
96
歳
の
誕
生
日
を
２
日
後

に
控
え
た
２
月
17
日
、
ロ
ー
ド

ア
イ
ラ
ン
ド
州
ミ
ド
ル
タ
ウ
ン

の
養
護
施
設
で
転
倒
し
、
発
作

を
起
こ
し
て
息
を
引
き
取
っ

た
。メ

ン
ド
ン
サ
さ
ん
を
一
躍
有

名
に
し
た
写
真
は
、
１
９
４
５

年
８
月
14
日
、
報
道
写
真
家
の

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ア
イ
ゼ
ン
ス

タ
ッ
ト
氏
が
米
誌
ラ
イ
フ
の
た

め
に
撮
影
し
た
４
枚
の
う
ち
の

１
枚
。
水
兵
の
制
服
を
着
た
メ

ン
ド
ン
サ
さ
ん
が
白
い
看
護
服

を
着
た
女
性
に
覆
い
か
ぶ
さ
る

よ
う
に
し
て
キ
ス
す
る
瞬
間
を

と
ら
え
た
写
真
は
、
「
勝
利
の

キ
ス
」
と
し
て
同
年
８
月
27
日

号
の
ラ
イ
フ
で
発
表
さ
れ
た
。

写
真
の
女
性
、
グ
レ
タ
・
ジ

マ
ー
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
さ
ん
は

２
０
１
６
年
、
92
歳
で
死
去
し

て
い
る
。

勝
利
の
キ
ス
し
た
水
兵
95
歳
で
死
亡

キーン先生さようなら
日
本
文
学
研
究
者
の
ド
ナ
ル

ド
・
キ
ー
ン
氏
が
２
月
24
日
、

東
京
都
内
の
病
院
で
心
不
全
の

た
め
亡
く
な
っ
た
。
96
歳
だ
っ

た
。
遺
族
は
、
養
子
で
三
味
線

奏
者
／
文
楽
太
夫
の
キ
ー
ン
誠

己
さ
ん
。

キ
ー
ン
氏
は
１
９
２
２
年
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
生
ま
れ
。
16
歳
で

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
入
学
、
18

歳
の
時
に
本
屋
で
偶
然
に
「
源

氏
物
語
」
の
英
訳
に
接
し
て
当

時
の
戦
争
の
色
濃
い
社
会
と
懸

け
離
れ
た
雅
な
世
界
に
魅
了
さ

れ
た
。
第
２
次
世
界
対
戦
中
は

ハ
ワ
イ
で
通
訳
と
し
て
日
本
兵

の
日
記
な
ど
を
訳
し
た
。
戦
争

後
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
戻

り
、
生
涯
に
わ
た
り
日
本
文
学

の
研
究
を
続
け
、
数
多
く
の
翻

訳
や
研
究
書
を
出
版
し
、
米
国

を
は
じ
め
英
語
圏
で
の
日
本
文

学
理
解
に
貢
献
し
た
。
文
化
勲

章
を
受
賞
。
京
都
大
学
へ
留
学
、

三
島
由
紀
夫
や
谷
崎
潤
一
郎
な

ど
文
豪
ら
と
交
友
を
深
め
た
。

日
米
を
行
き
来
し
て
い
た
が
、

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大

震
災
に
際
し
「
日
本
人
と
共
に

い
た
い
」
と
日
本
移
住
を
決
め
、

同
年
４
月
26
日
に
は
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
で
最
終
講
議
を
行
っ

た
。
同
講
議
で
は
、
「
残
さ
れ

た
人
生
は
日
本
で
暮
ら
し
た

い
。
愛
す
る
日
本
に
感
謝
の
気

持
ち
を
ど
う
い
う
形
で
表
現
で

き
る
か
を
考
え
、
日
本
人
と
と

も
に
災
難
を
知
る
こ
と
が
必
要

だ
と
固
く
決
意
し
た
」
と
そ
の

心
境
を
話
し
た
。
翌
年
に
は
日

本
国
籍
を
取
得
、
「
鬼
怒
鳴
門
」

と
も
名
乗
っ
て
い
た
。
　
　

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
ド
ナ
ル

ド
・
キ
ー
ン
日
本
文
化
セ
ン
タ

ー
は
、
同
氏
の
死
を
悼
み
、
今

秋
に
同
大
東
ア
ジ
ア
言
語
文
化

学
科
と
共
同
で
追
悼
式
典
を
主

催
す
る
と
発
表
し
て
い
る
。
ま

た
、
キ
ー
ン
教
授
記
念
奨
学
金

制
度
を
設
立
し
た
。
同
奨
学
金

制
度
へ
の
寄
付
を
受
け
付
け
て

い
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.keencenter.org

日
本
文
学
愛
し
た
生
涯

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
で
基
金
設
立

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
の

地
下
鉄
７
番
線
東
行
き
の
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
で
19
日
午
後
７
時

20
分
頃
、
通
勤
客
の
男
性
（
39
）

が
地
下
鉄
車
両
に
巻
き
込
ま

れ
、
ホ
ー
ム
端
の
ト
ン
ネ
ル
口

に
あ
る
電
源
ボ
ッ
ク
ス
に
ぶ
つ

か
り
死
亡
し
た
。
ぶ
つ
か
っ
た

際
に
電
気
火
花
が
飛
び
、
電
車

の
運
転
手
が
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

停
止
し
た
。
救
急
隊
が
到
着
し

た
時
に
は
男
性
の
意
識
は
な

く
、
そ
の
場
で
死
亡
が
確
認
さ

れ
た
。

監
視
ビ
デ
オ
や
目
撃
情
報
に

よ
る
と
、
男
性
は
す
で
に
ド
ア

は
閉
ま
り
動
き
出
し
て
い
る
電

車
に
接
触
し
た
。
警
察
は
当
初
、

ド
ア
に
服
あ
る
い
は
シ
ョ
ル
ダ

ー
バ
ッ
グ
が
ひ
っ
か
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
と
発
表
し
た
が
、
そ

の
後
、
否
定
し
て
い
る
。
電
車

と
ホ
ー
ム
の
間
の
隙
間
で
つ
ま

づ
き
、
ド
ア
の
下
に
あ
る
ヘ
リ

に
捕
ま
っ
た
形
に
な
っ
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ア
ル

コ
ー
ル
や
薬
物
の
有
無
は
ま
だ

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

男
性
は
グ
ラ
セ
ン
駅
の
近
く

に
あ
る
ビ
ザ
屋
の
店
員
で
自
宅

の
あ
る
ク
ー
ン
ズ
の
コ
ロ
ナ
に

帰
る
途
中
だ
っ
た
。

地
下
鉄
関
係
者
に
よ
れ
ば
、

こ
う
し
た
事
故
は
１
日
５
０
０

万
人
が
利
用
す
る
地
下
鉄
と
し

て
は
非
常
に
稀
れ
な
事
故
だ
と

い
う
。
昨
年
１
年
間
で
１
８
９

人
が
動
い
て
い
る
電
車
に
接
触

し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、

自
殺
か
ら
電
車
を
叩
い
た
者
な

ど
あ
ら
ゆ
る
ケ
ー
ス
を
合
計
し

た
も
の
。
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
の

時
間
帯
な
ど
、
混
雑
し
て
い
る

駅
で
は
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に

書
か
れ
て
い
る
黄
色
い
線
の
上

に
立
っ
た
り
歩
い
た
り
せ
ず
、

線
路
側
か
ら
離
れ
る
よ
う
求
め

て
い
る
。

地
下
鉄
に
巻
き
込
ま
れ

７
番
線
で
男
性
死
亡
グランド

セントラル駅

フ
ロ
リ
ダ
州
タ
ン
パ
近
く
の

パ
ス
コ
郡
で
14
日
、
父
親
が
誤

っ
て
キ
ー
を
車
内
に
置
い
た
ま

ま
ド
ア
を
ロ
ッ
ク
し
て
し
ま

い
、
１
歳
の
幼
児
が
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
に
固
定
さ
れ
た
ま
ま

閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
の
を
、

近
く
で
作
業
中
の
受
刑
者
が
車

内
荒
ら
し
で
使
う
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
用
い
て
救
出
し
た
。
監
督
官

の
許
可
を
得
て
行
っ
た
も
の
だ

が
、
母
親
が
携
帯
で
ビ
デ
オ
撮

影
し
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
投
稿

し
４
０
０
０
以
上
の
コ
メ
ン
ト

が
集
ま
っ
た
。

救
出
し
た
の
は
低
い
レ
ベ
ル

の
犯
罪
で
収
監
さ
れ
て
い
る
受

刑
者
４
人
で
、
監
督
官
ら
の
監

視
の
も
と
縞
模
様
の
囚
人
服
姿

で
道
路
の
中
央
分
離
帯
の
補
修

工
事
を
行
っ
て
い
た
。
衣
服
の

ハ
ン
ガ
ー
を
使
っ
て
５
分
ほ
ど

で
ド
ア
を
開
け
た
。
幼
児
に
ケ

ガ
は
な
か
っ
た
。
母
親
は
感
謝

し
て
お
り
、
「
す
べ
て
の
人
を

敬
意
を
表
し
ま
す
」
と
話
し
て

い
る
。

パ
ス
コ
郡
の
ク
リ
ス
・
ノ
ッ

コ
保
安
官
は
、
と
て
も
珍
し
い

状
況
で
起
き
た
こ
と
と
前
置
き

し
た
上
で
、
「
受
刑
囚
は
間
違

っ
た
こ
と
や
悪
い
選
択
を
し
た

と
分
か
っ
て
い
る
。
正
し
い
こ

と
を
本
当
に
し
た
い
の
だ
」
と

話
し
て
い
る
。

受
刑
者
が
お
手
柄

車
の
鍵
開
け
幼
児
救
出

60
年
代

の
米
音
楽

バ

ン

ド

、

ザ
・
モ
ン

キ
ー
ズ
の

メ
ン
バ
ー
の
ピ
ー
タ
ー
・
ト
ー

ク
が
２
月
21
日
、
コ
ネ
テ
ィ
カ

ッ
ト
州
マ
ン
ズ
フ
ィ
ー
ル
ド
の

自
宅
で
が
ん
の
た
め
死
去
し
た
。

77
歳
。
ベ
ー
ス
と
ボ
ー
カ
ル
を

担
当
、
２
０
１
２
年
に
ボ
ー
カ

ル
の
デ
イ
ビ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

が
66
歳
で
他
界
後
、
マ
イ
ク
・

ネ
ス
ミ
ス
、
ミ
ッ
キ
ー
・
ド
レ

ン
ツ
の
３
人
で
活
動
を
続
け
て

い
た
。
６
月
22
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
ビ
ー
コ
ン
劇
場
で
予
定

さ
れ
て
い
た
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

ピ
ー
タ
ー
の
訃
報
で
３
月
９
日

（
土
）
に
前
倒
し
さ
れ
た
。

モ
ン
キ
ー
ズ
の

ピ
ー
タ
ー
死
去 ライフ誌の表紙に

寿
司
田
が
１
月
末
に
閉
店
し

た
２
号
店
に
続
き
、
２
月
28
日

で
マ
ジ
ソ
ン
街
本
店
１
号
店
を

閉
店
し
、
対
米
進
出
34
年
の
歴

史
に
幕
を
閉
じ
た
。
米
国
寿
司

田
の
高
橋
保
彦
社
長
に
よ
る

と
、
閉
店
理
由
は
職
人
の
ビ
ザ

が
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
。
１
号

店
に
は
５
人
の
寿
司
職
人
が
残

っ
て
い
た
が
６
月
で
３
人
の
ビ

ザ
が
切
れ
、
そ
の
更
新
や
新
規

の
ビ
ザ
取
得
が
で
き
な
っ
た
と

い
う
。
こ
れ
ま
で
職
人
の
ビ
ザ

更
新
に
は
30
年
以
上
ま
っ
た
く

問
題
な
か
っ
た
が
、
ト
ラ
ン
プ

政
権
に
な
っ
て
か
ら
寿
司
職
人

に
ビ
ザ
が
下
り
な
く
な
っ
た
と

い
う
。
同
店
は
、
日
本
で
高
級

寿
司
店
を
展
開
す
る
寿
司
田
が

１
９
８
５
年
に
米
国
現
地
法
人

を
設
立
、
87
年
１
月
に
現
在
の

49
丁
目
に
マ
ジ
ソ
ン
街
１
号
店

を
オ
ー
プ
ン
、
88
年
９
月
に
ロ

ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ
ー
に
２

号
店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
日
本

伝
統
の
寿
司
調
理
技
術
を
生
か

し
た
本
物
の
味
を
提
供
す
る
こ

と
を
う
た
い
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
も
日
本
と
同
じ
本
格
的
な
江

戸
前
寿
司
を
提
供
す
る
た
め
、

寿
司
職
人
は
全
員
日
本
か
ら
派

遣
す
る
方
針
を
取
っ
て
き
た
の

が
裏
目
に
出
た
格
好
だ
。

寿
司
田
が
閉
店

職
人
の
ビ
ザ
更
新
で
き
ず

最
終
講
義
を
す
る
キ
ー
ン
教
授
（
２
０
１
１
年
４
月
26
日
、
写
真
・
三
浦
良
一
）

https://ibec-usa.com/
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「
譲
矢
謙
吉
さ
ん
、
今
度
友

人
が
ア
メ
リ
カ
で
大
き
く
ビ
ジ

ネ
ス
を
広
げ
る
に
あ
た
っ
て
、

わ
し
や
わ
し
の
友
達
に
資
金
の

融
通
を
申
し
込
ん
で
き
た
の
じ

ゃ
が
、
会
社
で
は
社
債
を
発
行

し
て
資
金
を
集
め
よ
う
と
し
て

い
る
ん
じ
ゃ
。
社
債
と
は
何
じ

ゃ
？
」
「
社
債
と
は
会
社
が
投

資
家
に
証
書
を
発
行
し
て
資
金

を
調
達
す
る
方
法
で
す
。
社
債

に
は
返
済
期
日
や
利
率
が
記
載

さ
れ
て
い
て
借
用
証
明
の
よ
う

な
も
の
で
す
」
「
そ
う
な
の
か
、

社
債
の
発
行
に
は
ど
う
や
ら
け

っ
こ
う
社
債
発
行
費
用
が
か
か

る
ら
し
い
。
ア
メ
リ
カ
で
は
社

債
の
発
行
費
用
は
ど
う
処
理
す

る
の
じ
ゃ
？
」
「
ア
メ
リ
カ
で

は
社
債
発
行
費
用
は
負
債
で
あ

る
社
債
の
減
額
処
理
と
し
て
計

上
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
会
社
の
資
金
調
達
金
額
を

正
し
く
表
す
こ
と
が
で
き
ま

す
」
。
「
し
か
し
、
そ
ん
な
方
法

で
は
、
す
で
に
支
払
っ
た
社
債

発
行
コ
ス
ト
を
ど
う
や
っ
て
費

用
に
し
て
い
く
ん
だ
？
」
「
そ

れ
は
利
息
法
と
い
う
利
率
を
使

っ
た
方
法
で
社
債
の
借
入
期
間

で
償
却
を
行
い
、
費
用
処
理
を

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
」

「
そ
れ
は
実
質
的
に
借
入
利
息

を
増
や
し
た
と
考
え
て
い
る
の

か
？
」
「
そ
の
通
り
で
す
。
社

債
は
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
を
し
て

発
行
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
考
え

で
す
」
「
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
と

は
何
だ
？
」
「
例
え
ば
額
面
が

１
０
０
０
ド
ル
の
社
債
で
資
金

を
集
め
よ
う
と
す
る
の
に
実
際

に
は
払
い
込
み
は
９
０
０
ド
ル

で
よ
い
場
合
な
ど
で
す
」
。
「
そ

う
か
、
そ
う
す
る
と
９
０
０
ド

ル
貸
し
て
１
０
０
０
ド
ル
戻
っ

て
く
る
わ
け
か
」
「
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
利
息
も
額
面
に
対
し
て

定
額
で
も
ら
え
ま
す
」
「
そ
の

デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
も
社
債
か
ら

減
額
し
て
利
息
法
と
や
ら
で
償

却
し
て
い
く
の
か
？
」
「
そ
う

で
す
。
利
息
法
で
償
却
し
社
債

か
ら
減
額
し
ま
す
」
「
と
こ
ろ

で
、
社
債
発
行
費
は
日
本
で
は

ど
ん
な
方
法
を
と
る
の
だ
？
」

「
日
本
で
は
繰
延
資
産
と
し
て

資
産
計
上
し
、
社
債
期
間
で
の

償
却
を
行
い
ま
す
。
会
計
上
一

括
償
却
も
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
も
か
つ
て
は
資

産
計
上
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

支
出
を
す
で
に
し
て
い
る
た
め

資
産
性
が
な
い
と
の
こ
と
で
、

負
債
の
評
価
と
し
て
の
位
置
づ

け
に
し
ま
し
た
」
。
「
そ
う
か
よ

く
わ
か
っ
た
。
友
人
に
教
え
て

あ
げ
て
お
く
」
。

齊
藤
幸
喜
／
米
国
公
認
会
計
士

齊

藤

事

務

所

w
w

w
.s

a
ik

o
s

.c
o

m
,

info@
saikos.com

Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識
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社
債
の
発
行
費
用
は

ど
う
や
っ
て
処
理
を
す
る
？

最
近
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
タ
イ
ム
ズ
の
記
事
に

よ
る
と
、
デ
ー
ビ
ッ

ド
・
ビ
ア
氏
が
、
米
国

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
合

法
移
民
の
受
け
入
れ
を

拒
否
し
て
い
る
こ
と
を

示
す
Ｃ
ａ
ｔ
ｏ
研
究
所

に
よ
る
新
し
い
分
析
を

明
ら
か
に
し
た
と
伝
え

て
い
ま
す
。

米
国
移
民
局
の
デ
ー

タ
に
よ
れ
ば
、
現
在
の

政
権
下
に
お
い
て
２
０

１
６
年
度
以
来
、
移
民

申
請
の
却
下
率
が
37
％

と
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
却
下
に

は
、
渡
航
許
可
証
、
就

労
許
可
証
、
グ
リ
ー
ン

カ
ー
ド
等
の
申
請
な

ど
、
す
べ
て
の
種
類
の

移
民
、
非
移
民
申
請
が

該
当
し
ま
す
。
た
だ
、

こ
の
デ
ー
タ
は
米
国
市
民
権
の

申
請
、
若
年
期
に
入
国
し
た
不

法
移
民
の
若
者
に
対
し
て
強
制

退
去
処
分
を
猶
予
す
る
米
国
の

移
民
政
策(

通
称
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ：

D
eferred

A
ctio

n
fo

r
C

h
ildh

ood
A

rriv
als) 

や

一
時
的
な
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム

(

通
称
Ｔ
Ｐ
Ｓ：

T
em

porary
P

rotectiv
e

S
tatu

s
pro-

gram
s) 

の
申
請
は
該
当
し
て

い
ま
せ
ん
。

な
お
、
15
年
度
と
比

較
す
る
と
全
体
的
な
却

下
率
は
７
・
９
％
で
し

た
。
18
年
度
の
現
時
点

で
は
却
下
率
が
す
で
に

11
・
３
％
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
数
字
で
表
す

と
、
15
年
度
は
44
万
２

７
２
５
件
の
却
下
が
記

録
さ
れ
て
お
り
、
18
年

度
は
62
万
３
１
１
件
の

却
下
数
が
記
録
さ
れ
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

最
も
劇
的
な
却
下
率

の
増
加
が
見
ら
れ
た
の

は
一
時
渡
航
許
可
証

（A
dv

an
ce

P
arole)

に
関
す
る
申
請
で
し

た
。
一
時
渡
航
許
可
証

は
永
住
権
申
請
者
な
ど

に
発
行
さ
れ
る
渡
航
許

可
の
こ
と
で
、
永
住
権

申
請
中
に
渡
米
す
る
際

の
入
国
許
可
証
に
な
り

ま
す
。
一
時
渡
航
許
可
証
の
却

下
率
は
15
年
度
の
６
・
９
％
か

ら
18
年
度
の
18
・
１
％

に
増

加
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
非
移
民
労
働
者
の

申
請
（
Ｉ-

１
２
９
）
の
却
下

率
は
15
年
度
の
17
・
７
％
か
ら

18
年
度
の
22
・
６
％
に
増
加
し

ま
し
た
。
雇
用
ベ
ー
ス
の
米
国

国
内
で
の
永
住
権(

グ
リ
ー
ン

カ
ー
ド
）
保
持
者
の
ス
テ
イ
タ

ス
変
更
申
請
（
Ｉ-

４
８
５
）

の
却
下
率
が
15
年
度
の
５
・

５
％
か
ら
18
年
度
の
７
・
９
％

に
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

却
下
率
が
増
加
し
た
理
由
に

は
、
米
国
へ
の
合
法
移
民
の
受

け
入
れ
を
正
当
化
し
な
い
と
い

う
解
釈
に
基
づ
い
た
現
在
の
政

権
の
執
行
命
令
の
影
響
で
あ
る

と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
合
法
移

民
に
対
す
る
申
請
の
却
下
率
の

増
加
に
よ
り
、
米
国
移
民
局
に

申
請
書
を
申
請
す
る
際
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
念
入
り
に
申
請
準

備
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
却
下
率
が
増
加
し

て
い
る
状
況
で
す
が
、
実
施
出

来
る
最
適
な
対
策
と
し
て
は
、

申
請
書
を
徹
底
的
に
文
書
化

し
、
明
確
に
説
明
し
、
出
来
る

だ
け
多
く
の
証
拠
書
類
を
提
出

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

そ
の
ほ
か
の
移
民
申
請
オ
プ
シ

ョ
ン
を
検
討
す
る
必
要
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
現
時
点
で
は
18
年
度

の
最
終
的
な
却
下
数
を
正
確
に

は
予
測
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
が
、
歴
史
上
最
多
の
ケ
ー
ス

を
却
下
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
り
、
今
後
も
却
下
率
が

ど
の
く
ら
い
増
加
す
る
か
が
判

明
す
る
の
は
時
間
の
問
題
の
よ

う
で
す
。

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
）

以前にも増して合法的移民者の受け入れを拒否

「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
は
い
か

に
ビ
ジ
ネ
ス
に
変
革
を
も
た
ら

す
か
」
と
題
し
た
講
演
・
討
論

会
が
３
月
４
日
（
月
）
午
後
６

時
30
分
か
ら
８
時
30
分
ま
で
、

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
＝
東
47
丁
目
３
３
３
番

地
）
で
開
催
さ
れ
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
、
政
府
機
関
や
社

会
に
劇
的
な
変
革
を
も
た
ら
す

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
ブ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
。
そ
の
最
新

導
入
事
例
と
そ
の
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
、
各
業
界
へ
の
イ

ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
マ
イ
ケ
ル
・

ケ
イ
シ
ー
氏
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
メ
デ
ィ

ア
ラ
ボ
仮
想
通
貨
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
シ
ニ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
、

チ
ャ
ー
リ
ー
・
ク
ー
パ
ー
氏

（
Ｒ
３
社
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
・
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
）
、
マ
リ
ー
・
ウ
ィ
ッ

ク
氏
（
Ｉ
Ｂ
Ｍ
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ

ー
ン
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
マ
ネ
ジ

ャ
ー
）
。
司
会
は
コ
イ
ン
デ
ス
ク

記
者
の
ブ
レ
イ
デ
ィ
・
デ
ー
ル

氏
。
入
場
料
は
一
般
20
ド
ル
、

法
人
会
員
は
無
料
。
問
い
合
わ

せ
・
申
し
込
み
は
電
話
２
１

２
・
７
１
５
・
１
２
０
８
、
ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

register@
japan

society
.org

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.japan

society
.org

を

参
照
。

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
経
済

Ｊ
Ｓ
で
４
日
講
演
会

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

は
３
月
７
日
（
木
）
午
後
12
時

30
分
か
ら
は
昼
食
＆
討
論
会

「
米
朝
首
脳
会
談：

北
朝
鮮
非
核

化
に
向
け
た
日
米
韓
の
連
携
」

を
開
催
す
る
。

韓
国
に
よ
る
対
北
朝
鮮
融
和

政
策
、
日
本
が
懸
念
す
る
北
朝

鮮
の
短
距
離
・
中
距
離
ミ
サ
イ

ル
、
ベ
ト
ナ
ム
で
開
催
さ
れ
る

米
朝
首
脳
会
談
の
行
方
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
状
況
が
東
ア
ジ
ア
地

域
を
取
り
巻
く
な
か
、
日
米
韓

３
か
国
に
と
っ
て
北
朝
鮮
の
核

兵
器
・
ミ
サ
イ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
共
通
の
懸
念
事
項
と
な
っ
て

い
る
。
当
日
は
専
門
家
を
迎
え
、

米
朝
首
脳
会
談
の
結
果
と
北
朝

鮮
の
核
兵
器
問
題
に
関
す
る
日

米
韓
３
か
国
間
の
連
携
の
展
望

に
つ
い
て
考
察
す
る
。
　

ス
ピ
ー
カ
ー
は
阪
田
恭
代
氏

（
神
田
外
語
大
学
教
授
）
、
シ

ン
・
ボ
ム
チ
ャ
ル
氏
（
ア
サ

ン
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
・

フ
ォ
ー
・
ポ
リ
シ
ー
・
ス
タ
デ

ィ
ー
ズ

シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー
）
、

ス
コ
ッ
ト
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
氏

（
Ｃ
Ｆ
Ｒ：

米
外
交
問
題
評
議

会
、
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー
朝
鮮
半

島
担
当
）
。
司
会
は
マ
ク
ラ
ー
テ

ィ
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ

シ
ニ
ア
・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
デ
イ
ビ
ッ

ド
・
シ
ェ
ア
ー
氏
。

入
場
料
は
一
般
65
ド
ル
（
昼

食
と
講
演
）
、
20
ド
ル
（
講
演
の

み
）
、
法
人
会
員
は
無
料
。
問
い

合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
電
話
２

１
２
・
７
１
５
・
１
２
０
８
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

register@
japansociety

.org

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.japan

society
.org

を

参
照
。

対
北
朝
鮮
で
連
携

米
韓
日
の
状
況
語
る

保
険
料
比
較
サ
イ
ト
の
ゼ
ブ

ラ
社
に
よ
る
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
都
市
部
の
自
動
車
保
険
料
が

２
０
１
８
年
に
対
前
年
比
７
・

９
％
上
昇
し
た
。
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
や
ブ
ロ
ン
ク
ス
な
ど
、
５
６

８
の
郵
便
番
号
の
地
域
が
含
ま

れ
る
都
市
部
で
は
年
間
の
平
均

自
動
車
保
険
料
が
２
３
９
２
ド

ル
と
な
っ
た
。
最
も
高
額
だ
っ

た
の
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
郵
便

番
号
１
１
２
３
３
の
地
域
で
平

均
４
０
７
５
ド
ル
。
同
平
均
保

険
料
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
２
０
４

６
ド
ル
、
シ
カ
ゴ
１
３
６
３
ド

ル
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
全
体
１

６
８
８
ド
ル
、
全
米
１
４
７
０

ド
ル
だ
っ
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
都
市
部
は
人

口
が
多
く
、
常
に
混
雑
し
て
い

お
り
、
大
雪
や
ハ
リ
ケ
ー
ン
な

ど
、
一
年
中
悪
天
候
の
影
響
を

受
け
や
す
く
、
他
地
域
に
比
べ

て
自
動
車
事
故
の
発
生
率
が
高

い
こ
と
が
高
額
な
保
険
料
の
要

因
と
分
析
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
の
自
動
車
保
険
料

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
最
高

https://www.takenakapartners.com/
https://michaeldunnlaw.com
http://saitama-shintoshin.or.jp
https://www.suhakobi.com
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日
本
で
親
が
亡
く
な
り
、
米

国
に
住
ん
で
い
る
子

（
永
住

権
保
持
者
）

が
日
本
に
あ
る

財
産
を
相
続
し
た
場
合
の
日
本

の
相
続
税
（In

h
eritan

ce
T

ax

）

と

米

国

の

遺

産

税

（E
state

T
ax

）
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。
日
本
の
相
続
税
法

上
、
財
産
を
受
け
継
ぐ
相
続
人

が
相
続
税
の
納
税
義
務
者
と
な

り
ま
す
が
、
米
国
の
遺
産
税
法

上
で
は
日
本
と
逆
で
、
財
産
を

残
し
て
亡
く
な
っ
た
人(

被
相

続
人)

が
遺
産
税
の
納
税
義
務

者
と
な
り
ま
す
。
実
際
に
は
死

亡
者
の
遺
言
執
行
人
あ
る
い
は

管
財
人
が
そ
の
任
務
を
請
け
負

い
ま
す
。

ま
ず
、
日
本
の
相
続
税
に
つ

い
て
で
す
が
、
相
続
し
た
財
産

が
日
本
国
内
財
産
で
あ
る
た

め
、
相
続
人
の
国
籍
や
居
住
国

に
関
わ
り
な
く
、
必
ず
日
本
の

相
続
税
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
米
国
の
遺
産
税
は
、

日
本
の
よ
う
に
財
産
を
受
け
継

ぐ
相
続
人
（
子
）
に
課
せ
ら
れ

る
の
で
は
な
く
、
遺
さ
れ
た
遺

産
の
価
値
に
対
し
て
課
せ
ら
れ

る
税
金
で
あ
り
、
相
続
人
の
人

数
や
居
住
国
に
関
わ
り
な
く
計

算
さ
れ
ま
す
。
米
国
税
法
上
の

日
本
の
親
の
身
分
は
非
居
住
外

国
人
で
あ
る
た
め
、
課
税
対
象

と
な
る
遺
産
は
一
定
の
米
国
内

財
産
（
不
動
産
、
家
具
、
車
、

宝
石
等
の
有
形
資
産
、
米
国
法

人
発
行
の
株
式
、
米
国
債
券
）

だ
け
に
限
ら
れ
ま
す
。
非
居
住

外
国
人
名
義
の
米
国
銀
行
預
金

や
外
国
株
式
・
債
券
、
生
命
保

険
金
は
、
遺
産
税
法
上
非
課
税

で
す
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
親
が

遺
し
た
財
産
は
日
本
だ
け
に
あ

っ
て
米
国
に
は
な
い
た
め
、
連

邦
遺
産
税
は
発
生
し
な
い
と
い

う
の
が
答
え
と
な
り
ま
す
。

（
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計
士
）

国
際
相
続：

日
本
に
あ
る
財
産
の
相
続

707

第
63
回
国
連
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
女
性
の
地
位
委
員
会
平
行
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
女
性
の
ト
ラ

ウ
マ
を
な
く
す
無
料
の
ソ
ー
シ

ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
３
月
22
日

（
金
）
午
後
12
時
30
分
か
ら
午

後
２
時
30
分
ま
で
、
チ
ャ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ザ
・
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｎ
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ネ
ー

シ
ョ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
７
７
７
番
地

５
階
、
44
丁
目
と
１
番
街
）
で

開
催
さ
れ
る
。

ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
ニ
コ
ル
櫻

井
牧
師
（
エ
ル
・
カ
ン
タ
ー
レ

ー
財
団
代
表
、
３
年
連
続
「
国

連
Ｎ
Ｙ
女
性
の
地
位
委
員
会
」

協
賛
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）
、
木
村
謙
介

医
師
（
医
療
法
人
き
む
ら
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長
、
内
科
・

循
環
器
内
科
）
、
大
山
栄
作
医

師
（
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
精
神
病
セ

ン
タ
ー
精
神
科
医
、
安
心
メ
デ

ィ
カ
ル
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
心
療
内

科
）
。
権
力
、
裏
切
り
、
テ
ロ

リ
ズ
ム
、
性
的
暴
力
や
過
去
の

体
験
な
ど
か
ら
心
に
深
い
傷
を

負
い
苦
し
む
女
性
の
支
援
の
た

め
、
「
女
性
の
ト
ラ
ウ
マ
か
ら

の
脱
出
」
を
テ
ー
マ
に
語
る
。

参
加
無
料
。
誰
で
も
参
加
で

き
る
。
問
い
合
わ
せ
・
予
約
は

電
話
８
０
８
・
６
３
５
・
７
１

２
７
（
中
村
さ
ん
）
ま
で
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
英
語
）

h
ttp://elcan

tarefou
n

da-
tion.org/

を
参
照
。

ト
ラ
ウ
マ
か
ら
の
脱
出

国
連
で
女
性
守
る
講
演
会

Ｊ
Ａ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ー
マ
ン

の
会
は
３
月
11
日
（
月
）
午
後

７
時
か
ら
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
ホ

ー
ル
（
西
45
丁
目
49
番
地
11
階
）

で
３
月
講
演
会
＆
交
流
会
「
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
働
く
女
性
た

ち
」
シ
リ
ー
ズ
企
画
第
３
弾

「
日
本
を
騒
が
せ
る
人
権
問
題

総
ざ
ら
い
　
こ
こ
が
お
か
し

い
！

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
態

と
解
決
へ
の
道
」
を
開
催
す
る
。

講
師
は
３
月
に
国
連
本
部
で

行
わ
れ
る
女
性
の
地
位
向
上
委

員
会
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
弁

護
士
の
伊
藤
和
子
さ
ん
。
弁
護

士
活
動
と
と
も
に
国
際
人
権
Ｎ

Ｇ
Ｏ
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
イ
ツ
・

ナ
ウ
事
務
局
長
と
し
て
世
界
の

人
権
侵
害
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
日
本
を
騒
が
せ
て
い
る
人

権
問
題
や
女
性
を
取
り
巻
く
事

件
や
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
そ

の
実
態
や
本
質
的
問
題
の
解
決

策
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
モ
デ

レ
ー
タ
ー
は
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
津
山
恵
子
さ
ん

。

参
加
費
は
一
般
30
ド
ル
、
Ｊ

Ａ
Ａ
会
員
25
ド
ル
、
学
生
20
ド

ル
（
軽
食
付
、
当
日
現
金
ま
た

は
チ
ェ
ッ
ク
に
て
支
払
う
）
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
３

月
８
日
（
金
）
ま
で
に
メ
ー
ル

even
t.jw

b@
gm

ail.com
ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://jw
b-ny.org

を
参
照
。

ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ー
マ
ン
の
会

人
権
問
題
テ
ー
マ
に
12
日
に

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
バ
ー

ゲ
ン
郡
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ク
に
あ
る

病
院
、
ホ
ー
リ
ー
ネ
ー
ム
医
療

セ
ン
タ
ー
は
２
月
16
日
、
ア
ジ

ア
系
住
民
に
対
し
て
無
料
の

「
胃
腸
が
ん
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
た
。
当
日
は
が
ん
検
診
と

早
期
発
見
、
予
防
の
大
切
さ
と

最
新
治
療
に
つ
い
て
同
病
院
の

外
科
腫
瘍
医
サ
ン
・
ク
オ
ン
医

師
と
、
大
腸
外
科
医
ク
リ
ス
テ

ィ
ー
ナ
・
セ
オ
医
師
が
分
か
り

や
す
く
解
説
。
教
材
も
配
布
さ

れ
、
参
加
者
は
胃
が
ん
と
大
腸

が
ん
の
無
料
検
診
も
受
け
ら
れ

る
と
あ
っ
て
当
日
は
２
０
０
人

以
上
が
会
場
を
埋
め
、
両
医
師

に
熱
心
に
質
問
し
て
い
た
。

今
後
も
同
セ
ン
タ
ー
ア
ジ
ア

人
医
療
部
門
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

無
料
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
ア

ジ
ア
系
住
民
を
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
く
。

ホーリーネーム

医療センター

がんセミナー開催

ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
７
日

企
業
改
革
セ
ミ
ナ
ー

ジ
ェ
ト
ロ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

事
務
所
は
３
月
７
日
（
木
）
午

後
６
時
か
ら
８
時
ま
で
、
Ｎ
Ｙ

で
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
２
つ
の
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

紹
介
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
す

る
イ
ベ
ン
ト
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
催
す
る
。

登
壇
す
る
の
は
Ｓ
Ｏ
Ｓ
Ａ
の

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

ガ
イ
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
氏
ほ

か
。
Ｓ
Ｏ
Ｓ
Ａ
は
イ
ス
ラ
エ
ル

発
の
企
業
で
顧
客
企
業
の
課
題

を
把
握
し
、
自
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
中
か
ら
解
決
を
手
助
け

で
き
そ
う
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

を
紹
介
す
る
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
ア
イ
デ
ア
か
ら
製

品
化
ま
で
を
手
助
け
す
る
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
提
供
す
る
企
業
Ｕ

プ
ラ
ス
（
ス
ピ
ー
カ
ー
は
後
日

決
定
）
も
登
壇
す
る
。
質
疑
応

答
も
あ
る
。
講
演
は
英
語
。

参
加
無
料
、
要
予
約
。
問
い

合

わ

せ

は

Ｅ

メ

ー

ル
K

iyoshi_N
akazaw

a@
jetro.

go.jp

（
中
沢
さ
ん
）
ま
で
。
申

し
込
み
・
詳
細
は
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

ト

w
w

w
.jetro.go.jp/form

5/pu
b/nya/innovation

を
参
照
。

ジ
ェ
ト
ロ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

事
務
所
は
３
月
８
日
（
木
）
午

後
５
時
30
分
か
ら
７
時
30
分
ま

で
、
Ｓ
Ａ
Ｐ
・
レ
オ
ナ
ル
ド
・

セ
ン
タ
ー
（
ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド

10
番
地
48
階
）
で
「
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
見
る
ビ
ジ
ネ
ス
ト
レ
ン

ド
」
と
題
し
た
講
演
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
会
を
開
催
す
る
。

ス
ピ
ー
カ
ー
の
茂
木
美
紀
氏

（
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・

ジ
ェ
ト
ロ
が
８
日

Ｎ
Ｙ
に
見
る
ビ
ジ

ネ
ス
傾
向
講
演
会

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
）
が
ミ
レ
ニ
ア
ル
世

代
の
嗜
好
が
オ
フ
ィ
ス
事
情
に

与
え
て
い
る
影
響
等
に
つ
い
て

語
る
。
ま
た
ジ
ョ
ン
・
リ
ン
氏

（
ザ
・
ス
タ
ジ
オ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
は
、
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

の
ア
ク
セ
ラ
ー
レ
ー
シ
ョ
ン

（
事
業
化
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を

加
速
さ
せ
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
の
可
能
性
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
起
こ
す
た
め
の
組
織
的

構
造
変
化
の
必
要
性
等
に
つ
い

て
解
説
す
る
。
講
演
は
英
語
。

参
加
無
料
、
要
予
約
。
問
い

合

わ

せ

は

Ｅ

メ

ー

ル

K
iyoshi_N

akazaw
a@

jetro.
go.jp

（
中
沢
さ
ん
）
ま
で
。
申

し
込
み
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.jetro.go.jp/form

5/pu
b/ny

a/businesstrends

か

ら
。

海
外
在
住
者
向
け
携
帯
電
話

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ハ
ナ
セ

ル
（H

anaC
ell

）
は
３
月
１

日
（
金
）
か
ら
４
月
30
日
（
火
）

ま
で
の
期
間
限
定
で
、
日
本
一

時
帰
国
専
用
Ｓ
Ｉ
Ｍ
「
ジ
ャ
パ

ン
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
」
の
通
常
59

ド
ル
の
デ
ー
タ
料
金
が
33
％
オ

フ
の
39
ド
ル
に
な
る
春
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
。

「
ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
」

は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
社
の
回
線
を

利
用
し
た
海
外
在
住
者
向
け
の

日
本
一
時
帰
国
用
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー

ド
。
デ
ー
タ
と
通
話
の
利
用
が

可
能
で
利
用
し
な
け
れ
ば
料
金

は
か
か
ら
な
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン

か
ら
申
し
込
む
と
日
本
到
着

後
、
成
田
空
港
、
羽
田
空
港
、

関
西
国
際
空
港
、
中
部
国
際
空

港
セ
ン
ト
レ
ア
に
て
手
数
料
無

料
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
。問

い
合
わ
せ
は
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
８
８
８
・
６
３
４
・
８
２

２

６

、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

in
fo@

han
acell.com

ま
で
。

申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

w
w

w
.hanacell.com

/japa
n/

を
参
照
。

携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
ハ
ナ
セ
ル

一
時
帰
国
専
用
の
Ｓ
Ｉ
Ｍ

春
の
デ
ー
タ
料
金
33
％
引
き

https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
http://www.dipaolafinancial.com/
http://www.swlgpc.com/jp/
https://agents.farmers.com/ny/new-york/stewart-sytner
http://www.terailaw.com
http://www.rostamilaw.com
http://www.nikkeius.com
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http://www.sumitomo-ny.com
http://kiku-ny.com
http://www.shoenrealty.com
http://snsrealty.com/
http://www.nykoshin.com
http://www.startsnewyork.com
http://www.taichirealty.com
http://newyork-apartment-realestate.com
http://www.furumoto.com


今
回
は
課
税
の
対
象
と
な
る

所
得
の
解
説
を
し
ま
す
。
米
国

税
法
上
の
居
住
者
に
な
る
と
、

居
住
者
期
間
に
つ
い
て
は
、
全

世
界
の
所
得
を
米
国
で
申
告
す

る
義
務
を
負
い
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
所
得
の
う
ち
、
給
与
所
得

に
次
い
で
金
額
が
大
き
く
な
り

や
す
い
の
は
賃
貸
不
動
産
と
資

産
の
売
買
か
ら
発
生
す
る
所
得

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回

は
こ
う
し
た
不
動
産
所
得
と
キ

ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
税
務
上
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
理
解
し
ま

し
ょ
う
。

▽
不
動
産
所
得

駐
在
な
ど
で
米
国
に
滞
在

中
、
日
本
の
持
ち
家
を
賃
貸
し

て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
不
動
産
所
得
は
通
常
の
所

得
と
合
算
さ
れ
累
進
税
率
で
課

税
さ
れ
ま
す
。
賃
貸
所
得
の
計

算
方
法
を
理
解
し
経
費
の
申
告

漏
れ
な
ど
が
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

（
１
）
不
動
産
所
得
の
計
算

賃
貸
収
入
（
礼
金
、
共
益
費

収
入
を
含
む
）
か
ら
関
連
諸
経

費
を
控
除
し
た
後
の
不
動
産
所

得
が
課
税
対
象
額
と
な
り
ま

す
。
関
連
諸
経
費
と
し
て
、
賃

貸
物
件
や
家
具
の
減
価
償
却

費
、
支
払
利
子
、
固
定
資
産
税
、

保
険
料
、
修
繕
費
、
管
理
費
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
土
地
は
減
価

し
ま
せ
ん
の
で
、
減
価
償
却
費

は
土
地
代
を
除
き
、
建
物
部
分

の
購
入
価
格
に
つ
い
て
の
み
計

算
し
ま
す
。
減
価
償
却
の
耐
用

年
数
は
、
米
国
内
の
居
住
用
不

動
産
に
つ
い
て
は
27
・
５
年
、

米
国
外
の
不
動
産
に
つ
い
て
は

30
年
と
な
り
ま
す
。
家
具
に
つ

い
て
は
別
途
償
却
年
数
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
建
屋
及
び
海

外
に
あ
る
家
具
等
の
償
却
は
購

入
時
の
為
替
レ
ー
ト
で
ド
ル
換

算
さ
れ
定
額
法
で
計
算
さ
れ
ま

す
。
収
入
や
経
費
は
、
原
則
と

し
て
受
取
、
支
払
時
の
為
替
レ

ー
ト
で
米
ド
ル
に
換
算
し
ま
す

が
、
定
期
的
に
発
生
し
て
い
る

も
の
で
あ
れ
ば
年
平
均
レ
ー
ト

で
換
算
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
賃
貸
所
得
お
よ
び

経
費
の
詳
細
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

Ｅ
に
記
載
し
ま
す
。

（
２
）
不
動
産
所
得
の
純
損
益

控
除
制
限

不
動
産
所
得
が
損
失
と
な
っ

た
場
合
に
、
積
極
的
に
賃
貸
に

関
与
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
他
の
所
得
と
の
損
益
通
算

が
認
め
ら
れ
ま
す
。
積
極
的
な

関
与
と
は
、
テ
ナ
ン
ト
と
の
交

渉
、
修
繕
の
手
配
な
ど
に
関
し

て
決
定
権
を
持
つ
こ
と
を
指
す

の
で
ハ
ー
ド
ル
は
低
い
で
す
が

何
も
か
も
不
動
産
管
理
会
社
ま

か
せ
と
い
う
場
合
は
積
極
的
に

関
与
し
て
い
る
こ
と
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
不
動
産
所
得
の
損
失

の
損
益
通
算
は
最
高
２
万
５
０

０
０
ド
ル
（
夫
婦
個
別
申
告
の

場
合
１
万
２
５
０
０
ド
ル
）
で

す
が
、
所
得
が
高
い
と
控
除
の

制
限
を
受
け
、
調
整
総
所
得
が

15
万
ド
ル
（
夫
婦
個
別
申
告
の

場
合
７
万
５
０
０
０
ド
ル
）
超

に
な
る
と
、
控
除
は
ゼ
ロ
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

（
３
）
日
本
で
の
源
泉
徴
収
税

額
日
本
で
非
居
住
者
届
け
を
出

さ
れ
て
い
る
方
は
、
通
常
賃
貸

収
入
か
ら
約
20
％
が
源
泉
徴
収

さ
れ
ま
す
。
賃
料
の
約
20
％
の

源
泉
徴
収
税
額
は
大
き
い
で
す

が
、
日
本
で
確
定
申
告
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
諸
経
費
を
差
し

引
い
た
純
所
得
を
課
税
対
象
額

と
し
て
税
額
を
計
算
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
確
定
申
告
を
す

る
こ
と
で
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税

金
の
ほ
と
ん
ど
が
還
付
さ
れ
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
自
身
の
状
況
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
・
ロ
ス

（
譲
渡
所
得
・
損
失
）

（
１
）
株
式
、
証
券
等
の
売
却

益
株
式
や
証
券
等
の
売
却
益
と

売
却
損
を
相
殺
し
て
得
た
キ
ャ

ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
は
全
額
が
課

税
対
象
と
な
り
ま
す
。
１
年
超

保
有
し
て
い
た
資
産
の
売
却
に

よ
る
長
期
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ

ン
は
15
％
（
所
得
の
低
い
納
税

者
の
場
合
は
０
％
、
高
所
得
者

は
20
％
）
の
優
遇
税
率
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

（
２
）
株
式
、
証
券
等
の
売
却

損
売
却
益
と
損
を
相
殺
し
て
損

失
と
な
る
場
合
の
キ
ャ
ピ
タ

ル
・
ロ
ス
は
最
高
３
０
０
０
ド

ル
（
夫
婦
個
別
申
告
の
場
合
は

１
５
０
０
ド
ル
）
ま
で
他
の
所

得
と
相
殺
で
き
ま
す
。
使
い
切

れ
な
か
っ
た
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ロ

ス
は
翌
年
以
降
に
繰
越
す
こ
と

が
で
き
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ロ
ス

が
な
く
な
る
年
ま
で
繰
越
せ
ま

す
。

（
３
）
主
た
る
住
宅
の
売
却
益

の
非
課
税
規
定

主
た
る
住
居
の
売
却
益
は
夫

婦
合
算
申
告
で
は
50
万
ド
ル
、

独
身
・
夫
婦
個
別
申
告
で
は
25

万
ド
ル
ま
で
を
控
除
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
こ
の
控
除
を
受
け
る
に
は

住
居
を
所
有
し
（
所
有
要
件
）
、

か
つ
売
却
前
の
５
年
間
の
う
ち

２
年
間
を
主
た
る
住
居
と
し
て

本
人
が
実
際
に
住
ん
で
い
る
こ

と
（
使
用
要
件
）
が
必
要
で
す
。

２
年
間
主
た
る
住
居
と
し
て
住

ん
で
い
れ
ば
何
度
も
こ
の
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
転
勤
、
病
気
、
そ
の
他
予

期
不
可
能
な
事
情
で
２
年
間
の

居
住
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
は
、
特
別
に

控
除
額
を
日
数
に
よ
り
按
分

し
、
減
額
さ
れ
た
控
除
を
適
用

で
き
ま
す
。
売
却
損
が
発
生
し

た
場
合
は
個
人
的
損
失
と
さ
れ

控
除
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

主
た
る
住
居
に
居
住
し
て
か
ら

一
旦
賃
貸
に
出
し
、
そ
の
後
主

た
る
住
居
と
し
て
再
利
用
し
て

か
ら
売
却
し
た
場
合
に
は
、
別

途
控
除
の
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒
２
３
０
号
10
・
37
条
（
ａ
）

（
２
）
規
定
上
の
書
面
に
よ
る

税
務
ア
ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基

準
を
満
た
す
た
め
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の

情
報
は
す
べ
て
一
般
的
な
も
の

で
あ
り
、
特
定
の
個
人
も
し
く

は
事
業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を

意
図
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税

法
に
沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
各
個
人
は
特
定

事
項
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

上
記
内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す

る
の
で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ

き
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
記
事
中
の
見
解
や
意
見
は

著
者
個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必

ず
し
も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

税

金

特

集

④

不
動
産
所
得
と

キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
・
ロ
ス

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

須
田
洋
平
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30
歳
手
前
で
胆
石
、
胆
嚢
を

全
摘
出
し
肝
炎
を
患
い
ま
す
。

入
院
生
活
の
上
げ
膳
据
え
膳
も

慣
れ
て
き
た
頃
に
半
年
で
退

院
。
ま
だ
体
調
も
芳
し
く
な
く

て
も
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
自
営
業

は
休
め
ま
せ
ん
。
早
速
急
な
入

院
で
ド
タ
キ
ャ
ン
し
た
今
村
企

画
に
お
詫
び
に
い
き
ま
す
。
今

村
社
長
は
人
情
味
の
あ
る
方
で

再
び
奏
者
や
司
会
者
の
派
遣
依

頼
の
仕
事
を
大
量
に
く
れ
ま

す
。
そ
の
頃
の
結
婚
式
会
場
で

は
週
末
は
10
数
組
の
結
婚
披
露

宴
が
あ
り
各
組
で
２
０
０
人
位

い
の
宴
席
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
バ
ン
ド
マ
ン
か
ら
ピ
ア
ノ

や
エ
レ
ク
ト
ー
ン
奏
者
へ
の
切

り
替
え
の
時
代
。
私
は
そ
の
奏

者
派
遣
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の

名
前
を
途
中
か
ら
『
カ
ワ
イ
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
パ
ル
』
、
奏
者

養
成
ス
ク
ー
ル
を
『
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

Ｉ
音
楽
教
室
Ｐ
Ａ
Ｌ
中
央
セ
ン

タ
ー
』
と
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｉ
の
名
前

を
使
え
る
よ
う
に
河
合
楽
器
本

社
の
許
可
を
得
ま
す
。
い
ま
考

え
れ
ば
厚
か
ま
し
い
お
願
い
で

し
た
。
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｉ
の
ブ
ラ
ン

ド
も
魅
力
で
し
た
が
何
よ
り
も

電
子
楽
器
ド
リ
マ
ト
ー
ン
の
音

色
に
魅
了
さ
れ
ま
す
。
も
っ
と

も
ヤ
マ
ハ
の
楽
器
店
は
条
件
的

に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
内
容
で

す
。
私
は
風
の
吹
く
ま
ま
に
司

会
者
、
演
奏
者
、
エ
レ
ク
ト
ー

ン
、
ピ
ア
ノ
、
弦
楽
四
重
奏
、

吹
奏
楽
団
な
ど
も
結
婚
披
露
宴

に
各
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
派
遣
し

ま
す
。
手
品
師
さ
え
も
で
す
。

こ
れ
が
後
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー

ル
や
オ
フ
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
、

ト
リ
ア
ノ
ン
パ
レ
ス
ベ
ル
サ
イ

ユ
や
国
連
な
ど
で
コ
ン
サ
ー
ト

主
催
を
す
る
の
に
も
経
験
が
生

き
ま
す
。
し
か
し
そ
の
頃
は
自

分
の
将
来
像
も
わ
か
ら
ず
に
懸

命
に
結
婚
式
全
般
の
演
出
を
手

掛
け
て
私
自
身
も
大
い
に
楽
し

み
な
が
ら
仕
事
を
し
ま
し
た
。

当
時
の
女
子
は
全
般
的
に
ピ
ア

ノ
を
習
う
の
は
当
た
り
前
で
３

歳
く
ら
い
か
ら
バ
イ
エ
ル
に
始

ま
り
ソ
ナ
チ
ネ
、
ソ
ナ
タ
く
ら

い
ま
で
で
高
校
受
験
の
前
に
レ

ッ
ス
ン
を
辞
め
た
方
が
大
半
で

す
。
そ
ん
な
方
た
ち
は
ピ
ア
ノ

経
験
か
ら
電
子
オ

ル
ガ
ン
へ
は
足
鍵

盤
が
慣
れ
れ
ば
３

か
月
で
マ
ス
タ
ー

し
ま
す
。
指
の
鍵

盤
を
叩
く
タ
ッ
チ

が
強
く
曲
の
切
れ

が
良
い
気
が
し
ま

す
。
特
に
デ
パ
ー

ト
の
デ
モ
演
奏
で

印
象
深
い
の
は
大

学
生
だ
っ
た
中
釜
千
恵
子
さ
ん

が
ピ
ア
ノ
か
ら
電
子
オ
ル
ガ
ン

に
切
り
替
え
て
弾
く
「
ロ
ッ
キ

ー
の
テ
ー
マ
」
。
切
れ
が
良
く

周
り
を
人
が
囲
み
ま
す
。
彼
女

の
何
か
が
人
の
心
を
捉
え
る
の

で
し
ょ
う
ね
。
デ
モ
演
奏
は
ま

さ
に
晴
れ
舞
台
で
新
人
の
登
竜

門
で
す
。
そ
れ
と
結
婚
披
露
宴

で
の
演
奏
は
「
歌
謡
曲
」
が
弾

け
る
よ
う
に
レ
ッ
ス
ン
を
し
て

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
し
ま
す
。

そ
れ
ま
で
の
バ
ン
ド
マ
ン
の
仕

事
に
若
い
女
性
が
美
し
い
ド
レ

ス
で
エ
レ
ク
ト
ー
ン
や
ド
リ
マ

ト
ー
ン
で
演
奏
す
る
新
し
い
ス

タ
イ
ル
は
お
客
様
に
は
支
持
を

さ
れ
ま
す
。
以
後
10
年
間
く
ら

い
経
営
は
順
調
に
安
定
し
ま

す
。
そ
し
て
私
も
結
婚
式
の
司

会
者
と
し
て
は
10
年
で
結
果
的

に
は
約
１
０
０
０
組
の
披
露
宴

の
司
会
者
を
務
め
ま
す
。
会
社

の
経
営
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
養

成
、
派
遣
、
楽
器
販
売
と
三
位

一
体
で
の
運
営
を
進
め
ま
す
。

い
つ
の
間
に
か
世
の
中
は
空
前

の
バ
ブ
ル
時
代
へ
突
入
で
す
。

こ
こ
に
思
わ
ぬ
落
と
し
穴
が
あ

り
ま
す
。
ま
さ
に
人
生
は
「
勝

っ
て
兜
の
緒
を
締
め
よ
」
「
人

生
は
一
寸
先
は
闇
」
で
す
。
何

と
な
く
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
に
は

携
帯
片
手
に
大
声
で
電
話
す
る

不
動
産
屋
さ
ん
ら
し
き
面
々
や

コ
ワ
モ
テ
風
の
人
も
増
え
そ
こ

に
若
い
女
性
が
た
む
ろ
し
て
ま

す
。
世
の
中
が
何
と
な
く
嫌
な

喧
騒
で
す
。
皆
が
バ
ブ
ル
景
気

の
お
金
に
群
が
り
ま
す
。
そ
の

当
時
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
副
業

で
マ
ン
シ
ョ
ン
を
買
い
転
売
し

ま
す
。
新
聞
の
チ
ラ
シ
に
は

「
頭
金
は
大
根
１
本
で
マ
ン
シ

ョ
ン
が
買
え
る
！
」
と
言
う
の

も
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

（
つ
づ
く
）

（
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
あ

る
街
振
興
会
Ｉ
Ｆ
Ａ
代
表
）

梶
木
敏
巳
の
人
生

風
の
ま
ま
に

⑭

バ
ブ
ル
の
時
代
へ

オフブロードウェイにてミュージカル
女優 西岡舞とMC梶木

米
同
時
多
発
テ
ロ
犠
牲
者

を
支
援
す
る
連
邦
基
金
は
、

新
た
な
請
求
の
急
増
の
対
処

に
苦
慮
し
て
い
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
支
払
い
額
を
少
な

く
と
も
50
％
削
減
す
る
と
２

月
15
日
に
発
表
し
た
。
既
存

の
被
害
者
の
額
は
こ
れ
ま
で

の
半
分
に
削
減
さ
れ
る
。
今

年
の
２
月
１
日
以
降
に
提
出

さ
れ
た
新
た
な
請
求
者
に
は

70
％
の
大
幅
削
減
と
な
る
。

新
た
に
連
邦
基
金
の
対
象
と

な
る
の
は
１
万
９
０
０
０
人

で
２
０
０
１
年
の
テ
ロ
事
件

で
重
病
に
な
っ
た
り
死
に
至

っ
た
米
国
人
が
受
給
対
象
と

な
っ
て
い
る
。

９
・
１
１
被
害
者
補
償
基

金
を
運
営
す
る
ル
ー
パ
・
バ

ッ
チ
チ
ャ
ヤ
委
員
長
は
「
昨

年
こ
れ
ま
で
で
最
高
の
請
求

件
数
を
受
け
取
り
、
状
況
の

不
公
平
を
痛
烈
に
認
識
し
て

い
る
」
と
述
べ
、
限
ら
れ
た

基
金
で
や
り
繰
り
す
る
こ
と

の
難
し
さ
を
説
明
し
た
。
現

在
の
被
害
者
補
償
基
金
残
高

の
23
億
７
０
０
０
万
ド
ル
で

は
何
千
人
も
の
請
求
者
を
追

加
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
の

見
解
を
示
し
た
。

し
か
し
、
「
こ
れ
は
９
・
１
１

で
病
気
に
な
っ
た
り
怪
我
を

し
て
補
償
を
当
て
に
生
活
し

て
い
る
何
千
人
も
の
救
助
隊

員
や
生
存
者
に
と
っ
て
は
ひ

ど
い
話
だ
」
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
ジ
ェ
ロ
ル
ド
・
ナ
ド

ラ
ー
議
員
（
民
主
党
）
、
キ
ャ

ロ
リ
ン
・
マ
ロ
ー
ニ
議
員

（
民
主
党
）
、
ピ
ー
タ
ー
・
キ

ン
グ
議
員
（
共
和
党
）
は
、

共
同
声
明
を
出
し
て
い
る
。

チ
ャ
ッ
ク
・
シ
ュ
ー
マ
ー
上

院
議
員
（
民
主
党
）
も
議
会

は
犠
牲
者
補
償
基
金
に
全
額

資
金
を
供
給
す
る
必
要
が
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。

同時多発テロ犠牲者

補償金を大幅削減へ

新たな請求急増苦慮

https://www.mtckitchen.com
https://www.hondag.com
http://jweeklyusa.com
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
臼
井
治
久
校
長
）
の
６

年
生
２
人
は
、
２
月
21
日
に
社

会
科
見
学
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に

あ
る
国
連
本
部
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
総
領
事
館
を
訪
れ
た
。

国
連
本
部
で
は
日
本
語
の
ツ

ア
ー
に
参
加
し
、
ガ
イ
ド
の
説

明
を
聞
き
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な

会
議
場
や
展
示
物
を
見
学
し

た
。
世
界
中
で
行
わ
れ
て
い
る

平
和
維
持
活
動
の
様
子
や
国
連

が
目
指
す
17
の
持
続
可
能
な
開

発
目
標
な
ど
詳
し
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。
最
後
に
国
連
独
自

の
切
手
を
購
入
し
、
日
本
に
住

む
親
せ
き
へ
葉
書
を
書
い
て
専

用
ポ
ス
ト
に
投
函
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
で
は
、
領
事
館
員
か
ら
仕
事

内
容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。
そ
の
後
、
受
け
付
け
窓
口

で
実
際
に
ビ
ザ
や
パ
ス
ポ
ー
ト

発
行
等
を
行
う
様
子
を
見
学
し

た
。
児
童
は
、
「
総
領
事
館
で

は
海
外
で
生
活
し
て
い
る
日
本

人
や
日
本
に
来
ら
れ
る
人
の
た

め
に
た
く
さ
ん
の
仕
事
を
し
て

い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
感
想
を
話
し
た
。
充
実

し
た
社
会
科
見
学
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2019年（平成31年）3月2日（土） 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU ［教　育］　(22)

STUDENT  LIFE
週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

娘
ふ
た
り
の
た
め
の
雛
ま
つ

り
は
、
わ
た
し
に
と
っ
て
も
、

な
つ
か
し
い
子
ど
も
の
頃
を
味

わ
い
な
お
す
、
さ
さ
や
か
で
大

切
な
行
事
。
む
か
し
と
変
わ
ら

ぬ
ひ
な
あ
ら
れ
の
、
や
さ
し
い

存
在
感
を
、
て
の
ひ
ら
に
の
せ

て
眺
め
て
み
る
。
素
朴
な
形
と

色
、
そ
し
て
「
ひ
な
あ
ら
れ
」

の
音
の
響
き
も
い
と
お
し
む
。

過
去
と
現
在
を
行
き
来
す
る
よ

う
な
時
間
、
三
月
の
午
後
の
光

が
や
わ
ら
か
く
な
っ
た
。

季
語
＝
ひ
な
あ
ら
れ
（
春)

雛
あ
ら
れ
、
豆
炒
、
雛
菓
子
。

あ
ら
れ
餅
と
豆
を
炒
り
、
砂
糖

を
ふ
り
か
け
る
、
昔
な
が
ら
の

素
朴
な
味
わ
い
で
、
こ
ど
も
向

け
に
準
備
さ
れ
る
。
三
月
三
日

の
桃
の
節
句
（
東
京
で
は
陽
暦
、

地
方
で
は
陰
暦
や
四
月
三
日
に

行
う
こ
と
も
多
い
）
を
祝
う
菓

子
。＊

＊

＊

春
の
眠
り
は
格
別
。
あ
た
た

か
な
布
団
に
く
る
ま
り
、
夢
で

味
わ
う
す
て
き
な
嘘
を
一
秒
で

も
引
き
延
ば
し
て
い
た
い
。
現

実
は
、
そ
ん
な
わ
が
ま
ま
は
ほ

と
ん
ど
叶
わ
な
い
の
だ
け
れ

ど
。
た
ま
に
、
だ
か
ら
い
い
の

か
も
し
れ
な
い
。
現
実
に
す
こ

し
疲
れ
た
と
き
は
、
春
眠
が
よ

く
効
く
。

季
語
＝
春
眠
（
春
）
春
睡
、

春
の
眠
（
ね
む
り
）、
春
眠
し
。

唐
の
孟
浩
然
の
詩
の
一
節
「
春

眠
暁
を
覚
え
ず
」
に
も
と
づ
い

た
季
語
。
関
連
し
た
春
の
季
語

に
「
朝
寝
」
も
あ
る
。
春
の
夜

か
ら
曙
の
眠
り
心
地
の
よ
さ
は

特
別
と
さ
れ
る
。

＊
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
（
特
別

協
賛：

北
米
伊
藤
園
）
は
応
募

作
品
を
募
集
中
。
18
歳
未
満
部

門
や
学
校
賞
も
設
置
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１

２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
、
ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ルh
aiku

grandprix@
gm
ail.com

ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w
w
.artofhaiku.org

を
参

照
。

▼
お
お
た
か
・
し
ょ
う
＝
俳

人
／
京
都
造
形
芸
術
大
学
非

常
勤
講
師
／
北
米
伊
藤
園
新

俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
審
査
員

春
眠

し
�
ん
み
ん

と
い
ふ
や
はわ

ら
か
な
嘘う

そ

の
な
か
　

応募作品受け付け中

新

俳

句

グ
ラ
ン
プ
リ

大
高
翔
の
俳
句
の
コ
コ
ロ

⑭

3月

弥生
やよい

色い
ろ

あ
は
き
い
び
つ
を
愛あ

い

す
ひ
な
あ
ら
れ

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習

校
（
佐
伯
佳
彦
校
長
）
の
６
年

生
は
こ
の
ほ
ど
、
昨
秋
学
習
発

表
会
で
演
じ
た
「
白
山
谷
喜
太

郎
」
を
版
画
に
し
て
卒
業
記
念

と
し
た
。
題
材
は
白
山
谷
氏
の

顔
、
舞
台
で
発
表
し
た
６
年
生
、

１
８
０
０
年
代
の
シ
ン
シ
ナ
テ

ィ
の
様
子
、
ル
ッ
ク
ウ
ッ
ド
陶

器
社
。

１
月
か
ら
昼
休
憩
に
交
代
で

彫
り
始
め
た
。
初
め
て
彫
刻
刀

を
持
っ
た
児
童
も
い
て
、
持
ち

方
の
指
導
を
受
け
た
後
、
三
角

刀
と
平
刀
で
彫
っ
て
い
っ
た
。

２
月
９
日
に
「
刷
り
」
に
入
っ

た
。
黒
イ
ン
ク
を
ロ
ー
ラ
ー
で

版
木
に
広
げ
、
見
当
板
を
使
っ

て
和
紙
を
置
き
、
バ
レ
ン
で
円

を
描
き
な
が
ら
児
童
代
表
が
擦

っ
て
い
っ
た
。
「
さ
ぁ
、
版
木

か
ら
剥
ぐ
よ
。
上
手
く
刷
れ
て

い
た
ら
拍
手
を
し
て
ね
」
と
、

和
紙
に
指
を
か
け
引
き
上
げ
る

と
、
「
わ
ぁ
〜
！
」
と
い
う
大

き
な
歓
声
と
拍
手
が
起
き
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
学
習
発
表

会
で
演
じ
た
白
山
谷
喜
太
郎
の

版
画
が
完
成
し
た
。
白
山
谷
喜

太
郎
氏
は
石
川
県
出
身
で
、
シ

ン
シ
ナ
テ
ィ
に
あ
る
ル
ッ
ク
ウ

ッ
ド
陶
器
社
を
陰
で
支
え
、
米

国
を
代
表
と
す
る
会
社
に
さ
せ

た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
シ
ン

シ
ナ
テ
ィ
に
定
住
し
た
最
初
の

日
本
人
で
あ
り
、
１
９
４
８
年

に
亡
く
な
る
ま
で
陶
磁
器
の
製

作
に
献
身
し
た
。
日
本
で
は
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
「
故

郷
に
忘
れ
去
ら
れ
た
陶
芸
家
」

の
一
人
で
あ
る
。
シ
ン
シ
ナ
テ

ィ
美
術
館
に
は
彼
の
足
跡
が
残

さ
れ
て
い
る
。

シンシナティ
日本語補習校

卒
業
記
念
に
彫
る

佐
伯
校
長
は
「
白
山
谷
氏
の

生
き
ざ
ま
を
劇
化
し
、
版
画
に

残
せ
た
こ
と
は
と
て
も
有
意
義

だ
っ
た
。
ま
た
一
期
一
会
の
出

会
い
の
な
か
、
ア
メ
リ
カ
の
陶

芸
界
に
貢
献
し
た
日
本
人
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
良
い
学
習
と

な
っ
た
。
こ
の
版
画
は
ず
っ
と

彼
ら
の
心
に
残
っ
て
い
く
こ
と

だ
ろ
う
」
と
話
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
補
習
校
Ｗ
校

幼
児
部
で
節
分
豆
ま
き

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
６
年
生

国
連
本
部
と
総
領
事
館
見
学

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校
の
幼

児
部
（
片
山
隆
校
長
、
児
童
数

４
９
６
人
）
は
、
２
月
２
日
に

豆
ま
き
を
行
っ
た
。

３
ク
ラ
ス
の
年
長
組
園
児
た

ち
が
牛
乳
の
空
き
箱
と
折
り
紙

等
を
使
っ
た
手
作
り
の
升
に
用

意
さ
れ
た
入
り
豆
を
入
れ
て
体

育
館
に
集
合
す
る
と
、
今
年
も

赤
や
青
の
鬼
に
変
装
し
た
保
護

者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
金
砕
棒
を

持
っ
て
に
登
場
。
園
児
た
ち
は

拍
手
し
た
り
手
を
振
り
な
が
ら

歓
声
を
上
げ
た
。
豆
ま
き
が
始

ま
る
と
、
園
児
た
ち
は
元
気
よ

く
「
鬼
は
外
、
福
は
内
！
」
と
、

豆
を
鬼
に
向
か
っ
て
投
げ
つ

け
、
あ
っ
と
い
う
間
に
豆
が
な

く
な
っ
て
い
た
。

白
山
谷
喜
太
郎
版
画
に

卒
業
記
念
の
版
画
を
作

成
し
た
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日

本
語
補
習
校
６
年
生
の
児

童
た
ち

http://shidogakuin.com
http://ze-edu.com
http://www.ujc.ritsumei.ac.jp/ujc/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｌ
Ｉ
校

（
児
童
生
徒
数
２
６

３
人
、
片
山
隆
校
長
）
は
２
月

16
日
、
冷
泉
彰
彦
氏
の
講
演
会

を
開
催
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
を
拠

点
に
執
筆
活
動
を
続
け
る
傍
ら

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
高

等
部
の
主
任
を
務
め
る
同
氏

は
、
「
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
の
入

り
方：

ア
メ
リ
カ
大
学
入
試
の

知
ら
れ
ざ
る
実
態
と
名
門
大
学

の
合
格
基
準
」
の
著
書
と
し
て

も
知
ら
れ
、
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ

の
大
学
院
卒
業
生
と
し
て
20
年

以
上
に
わ
た
り
日
本
語
学
校
高

等
部
で
教
鞭
を
と
り
な
が
ら
進

路
指
導
を
続
け
て
き
た
。
当
日

は
現
地
校
が
冬
休
み
期
間
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
約
60
人
の

保
護
者
が
集
ま
り
冷
泉
氏
の
講

演
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
た
。

90
分
間
の
講
演
は
、
「
バ
イ

リ
ン
ガ
ル
教
育
と
ア
メ
リ
カ
大

学
進
学
の
関
係
」
「
ア
イ
ビ
ー

リ
ー
グ
と
そ
の
他
の
名
門
校
の

解
説
」
「
志
望
校
の
選
び
方
」

な
ど
多
岐
の
項
目
に
及
ん
だ
。

複
雑
な
大
学
進
学
の
プ
ロ
セ
ス

を
実
例
や
経
験
談
を
用
い
て
、

時
に
は
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
軽

快
な
口
調
で
紐
解
い
た
。
保
護

者
は
「
ア
メ
リ
カ
で
の
大
学
入

試
に
関
し
て
、
大
変
よ
く
理
解

で
き
た
」
「
た
め
に
な
る
有
益

な
情
報
が
満
載
だ
っ
た
」
と
感

想
を
話
し
た
。
質
疑
応
答
で
も

熱
心
な
質
問
が
続
き
、
会
終
了

後
も
保
護
者
が
列
に
並
ん
で
同

氏
に
個
別
の
質
問
を
す
る
な
ど

し
て
、
関
心
の
高
さ
が
う
か
が

え
た
。

「
米
国
の
大
学
へ
行
く
に
は
」

冷
泉
さ
ん
Ｎ
Ｙ
補
習
校
で
講
演

縄跳び記録更新
NY育英学園全日

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ

ス
、
岡
本
徹
学
園
長
）
小
学
部

は
、
寒
い
冬
で
も
活
発
に
体
を

動
か
し
子
供
た
ち
の
身
体
能
力

を
高
め
る
目
的
で
毎
年
縄
跳
び

活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

子
ど
も
達
は
12
月
か
ら
約
３

か
月
間
、
体
育
の
授
業
や
朝
の

時
間
、
休
み
時
間
を
使
っ
て
縄

跳
び
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
初

級
、
中
級
、
上
級
、
名
人
と
そ

れ
ぞ
れ
の
力
に
合
っ
た
級
と
目

標
が
設
定
さ
れ
、
学
園
の
廊
下

に
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
記
録

し
た
縄
跳
び
カ
ー
ド
が
ず
ら
り

と
な
ら
ん
で
い
る
。

２
月
11
日
に
行
っ
た
縄
跳
び

記
録
会
で
は
、
４
年
生
の
増
村

美
帆
さ
ん
が
後
ろ
交
差
跳
び
を

連
続
５
３
９
回
、
６
年
生
の
池

上
史
織
さ
ん
が
二
重
跳
び
を
連

続
１
３
７
回
跳
ぶ
歴
代
新
記
録

を
達
成
し
た
。
ま
た
、
14
日
は

全
校
で
の
長
縄
跳
び
大
会
が
開

か
れ
、
ク
ラ
ス
全
員
で
８
の
字

跳
び
を
行
っ
て
３
分
間
で
跳
ん

だ
回
数
を
測
っ
た
。
全
日
制
幼

児
部
の
子
供
た
ち
や
教
員
も
練

習
の
成
果
を
見
よ
う
と
集
ま
っ

た
。「

３
分
間
で
１
６
０
回
」
を

目
標
に
挑
戦
し
た
１
年
生
チ
ー

ム
の
記
録
は
１
９
４
回
。
学
園

の
歴
代
記
録
を
更
新
し
、
他
学

年
か
ら
も
大
き
な
歓
声
が
上
が

っ
た
。
競
技
開
始
と
と
も
に
、

回
数
を
数
え
る
声
や
励
ま
し
の

声
、
目
標
を
達
成
し
た
「
や
っ

た
」
と
い
う
喜
び
の
声
な
ど
が

会
場
に
響
い
て
い
た
。

同
学
園
は
２
本
の
縄
を
使
っ

て
跳
ぶ
縄
跳
び
「
ダ
ブ
ル
ダ
ッ

チ
」
の
世
界
大
会
優
勝
校
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、

６
月
に
行
わ
れ
る
世
界
大
会
へ

向
け
て
日
々
厳
し
い
練
習
を
重

ね
て
い
る
。

が
終
わ
る
と
少
し
自
慢
気
に
保

護
者
席
に
向
か
っ
て
そ
っ
と
手

を
振
る
子
供
も
い
た
。
太
鼓
の

演
奏
や
ダ
ン
ス
、
最
後
は
全
園

児
に
よ
る
合
唱
。
子
供
た
ち
の

笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
な
会
と

な
っ
た
。

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る

ス
タ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
・
デ
イ
ケ

ア
は
２
月
16
日
、
在
園
児
に
よ

る
発
表
会
を
開
催
し
た
。

発
表
会
が
始
ま
る
と
、
子
供

た
ち
は
い
つ
も
と
は
違
う
雰
囲

気
に
緊
張
気
味
。
し
か
し
、

「
み
ん
な
で
ご
あ
い
さ
つ
」
の

前
奏
が
流
れ
て
先
生
が
曲
に
合

わ
せ
て
名
前
を
呼
ぶ
と
、
大
き

な
声
で
「
は
い
！
」
と
元
気
よ

く
返
事
を
す
る
子
、
恥
ず
か
し

な
が
ら
も
手
を
上
げ
て
小
さ
な

声
で
返
事
を
す
る
子
な
ど
、
保

護
者
が
見
て
い
る
前
で
そ
れ
ぞ

れ
に
頑
張
っ
て
あ
い
さ
つ
し

た
。
ま
た
年
少
の
子
が
名
前
を

呼
ば
れ
る
と
、
年
上
の
園
児
が

そ
っ
と
後
ろ
に
行
き
、
手
を
上

げ
る
お
手
伝
い
を
す
る
姿
も
見

ら
れ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
む

に
つ
れ
て
会
場
の
雰
囲
気
に
慣

れ
て
き
た
の
か
、
自
分
の
発
表

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
フ
ィ
ー

ド
で
送
ら
れ
て
く
る
ニ
ュ
ー
ス

に
、
「
す
ご
い
な
あ
、
み
ん
な
」

「
幸
せ
そ
う
！
」
「
そ
う
だ
よ

ね
！
」
と
感
心
し
た
り
共
感
し

た
り
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
い
つ
も
不
思
議
に
思
う
こ

と
が
ひ
と
つ
あ
り
ま
す
。
素
晴

ら
し
い
体
験
や
幸
せ
そ
う
な
笑

顔
を
頻
繁
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る

友
人
た
ち
に
、
「
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
見
て
る
よ
！

す
ご
い
じ

ゃ
な
い
」
と
い
う
と
、
「
う
ー

ん
、
そ
う
な
の
」
と
浮
か
な
そ

う
な
顔
を
す
る
こ
と
で
す
。
そ

の
声
に
は
、
フ
ィ
ー
ド
で
見
る

あ
の
輝
か
し
い
成
功
の
イ
メ
ー

ジ
は
な
い
の
で
す
。
私
も
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
に
は
、
公
演
の
こ

と
や
、
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
、

写
真
な
ど
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
顔
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
選

ん
で
載
せ
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
な
ん
だ
か
カ
ッ
コ
い
い
こ
と

ば
か
り
書
い
て
る
自
分
が
嫌
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
あ
る
時
、
一
番
シ
ェ

ア
し
た
く
な
い
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

こ
と
、
人
生
が
思
う
よ
う
に
進

ま
な
い
焦
燥
感
や
情
け
な
く
寂

し
い
感
情
な
ど
を
、
そ
の
ま
ま

公
開
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
す
る
と
３
つ
の
大
き
な
発

見
が
あ
っ
た
の
で
す
。
ひ
と
つ

目
は
、
私
が
世
間
に
打
ち
出
し

た
い
イ
メ
ー
ジ
は
自
信
に
満
ち

た
強
い
自
分
、
人
生
を
深
く
探

究
し
て
い
る
自
分
。
そ
れ
を
守

る
た
め
、
弱
々
し
く
愚
か
で
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
は
絶
対
に

晒
し
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る

こ
と
。
２
番
目
は
、
私
は
人
に

ど
う
思
わ
れ
る
か
が
死
ぬ
ほ
ど

気
に
な
っ
て
い
る
。
弱
さ
を
晒

す
や
い
な
や
、
ラ
イ
ク
ボ
タ
ン

が
来
る
か
ど
う
か
必
死
で
チ
ェ

ッ
ク
す
る
凄
ま
じ
い
承
認
欲

求
。
そ
の
裏
側
に
は
受
け
入
れ

ら
れ
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う

と
い
う
深
い
恐
れ
が
あ
る
こ

と
。
そ
し
て
最
後
に
、
私
は
情

け
な
さ
や
み
っ
と
も
な
さ
と
い

っ
た
人
間
味
が
最
高
に
嫌
だ
。

な
ぜ
そ
ん
な
に
嫌
な
の
か
？

実
は
私
は
情
け
な
さ
や
み
っ
と

も
な
さ
を
ダ
メ
だ
と
思
っ
て
い

る
こ
と
。
そ
う
い
う
カ
ッ
コ
悪

い
と
こ
ろ
は
隠
し
て
お
く
べ
き

だ
と
思
っ
て
い
る
。
人
間
ら
し

い
自
分
の
一
部
を
許
せ
な
い
か

ら
、
人
の
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も

許
せ
な
い
の
で
す
。

こ
う
し
て
一
番
隠
し
た
い
と

こ
ろ
を
晒
し
て
み
る
と
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
で
作
り
あ
げ
て
い

る
理
想
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
全
く

違
う
凸
凹
（
で
こ
ぼ
こ
）
で
不

完
全
な
自
分
の
姿
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。
パ
ブ
リ
ッ

ク
の
イ
メ
ー
ジ
と
現
実
の
間
に

は
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
の

で
す
。
ど
ん
な
と
こ
ろ
も
全
て

ひ
と
つ
の
自
分
な
の
に
、
あ
る

と
こ
ろ
は
隠
し
て
あ
る
と
こ
ろ

は
出
し
て
い
る
と
、
い
つ
も
同

じ
自
分
で
は
い
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
そ
れ
は
果
た
し
て
自
分

の
真
実
を
生
き
て
い
る
と
言
え

る
の
で
し
ょ
う
か
。

前
芝
尚
子
（
ま
え
し
ば
・
な
お

こ
）
／
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ヒ
ー
リ
ン

グ
ア
ー
テ
ィ
ス
ツ
社
プ
ラ
ク
テ

ィ
シ
ョ
ナ
ー
。
米
国
タ
ウ
ソ
ン

大
学
舞
台
芸
術
学
部
演
劇
科
教

授
。
ギ
ル
ド
公
認
フ
ェ
ル
デ
ン

ク
ラ
イ
ス
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ

ナ
ー
。

naturalhealingartists.com

人
生
と
い
う
舞
台
に
立
つ

（
そ
の
２
）

（
そ
の
16
）

ス
タ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド

在
園
児
発
表
会

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ

ジ

タ

ル

版

w
w
w
.n
yse

ika
tsu

.co
m

元
気
に
練
習
す
る
児
童
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まあ、ある程度

kind of

Ｑ

友
達
付
き
合
い
が
得
意
で
な

い
小
学
生
の
娘
が
ク
ラ
ス
の
子
の

誕
生
パ
ー
テ
ィ
ー
に
誘
わ
れ
た
の

で
す
が
、
あ
い
に
く
バ
レ
エ
の
発

表
会
と
重
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
娘
は
「
断
っ
た
ら
も
う
誘
っ

て
も
ら
え
な
く
な
る
」
と
心
配
し
、

パ
ー
テ
ィ
ー
に
行
く
と
言
い
ま

す
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う

か
。
　
　
　
　
（

Ｃ
Ｔ
州
、
母
）

Ａ

人
に
誘
わ
れ
た
り
頼
み
事
を

さ
れ
た
時
、
相
手
の
気
持
ち
を
損

ね
た
り
、
関
係
が
気
ま
ず
く
な
ら

な
い
よ
う
上
手
に
断
る
の
は
大
人

に
と
っ
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。

そ
の
よ
う
な
断
り
方
が
で
き
る
ス

キ
ル
を
身
に
つ
け
て
お
く
と
、
子

ど
も
の
今
後
の
人
間
関
係
や
自
己

肯
定
感
に
も
長
期
的
に
よ
い
影
響

を
与
え
ま
す
。
こ
こ
で
は
自
己
主

張
ス
キ
ル
の
一
つ
で
あ
る
「
上
手

な
断
り
方
」
を
紹
介
し
ま
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
子

ど
も
に
対
し
て
は
特
に
、
家
庭
で

親
と
一
緒
に
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
し
な

が
ら
練
習
し
、
子
ど
も
が
実
際
に

う
ま
く
「
ノ
ー
」
と
言
え
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。ま

ず
は
、
人
に
誘
わ
れ
た
り
、

何
か
を
頼
ま
れ
た
り
し
た
時
、
相

手
や
自
分
の
気
持
ち
を
傷
つ
け
た

り
関
係
を
壊
し
た
り
せ
ず
上
手
に

断
る
方
法
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
次
の
４
つ
の
ス

テ
ッ
プ
を
説
明
し
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

（
１
）
お
わ
び
の
言
葉
（
例：

「
ご
め
ん
ね
」
、
「
誘
っ
て
く
れ
て

う
れ
し
い
ん
だ
け
ど
」
、
「
す
ご
く

行
き
た
い
ん
だ
け
ど
」
）

（
２
）
断
る
理
由
（
例：

「
そ
の

日
は
大
事
な
バ
レ
エ
の
発
表
会
な

の
」
）

（
３
）
断
り
の
言
葉
（
例：

「
だ

か
ら
残
念
だ
け
ど
行
け
な
い
ん

だ
」
）

（
４
）
代
わ
り
の
案
（
例：

「
で

も
次
は
必
ず
行
く
か
ら
」
、
「
代
わ

り
に
誕
生
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
意
す
る

ね
」
な
ど
）

最
初
の
「
お
わ
び
の
言
葉
」
の

要
点
は
、
こ
れ
か
ら
言
い
に
く
い

こ
と
を
伝
え
る
前
に
相
手
に
な
る

べ
く
よ
い
気
分
で
聞
い
て
も
ら
え

る
よ
う
言
葉
を
添
え
る
こ
と
で

す
。
場
の
状
況
に
よ
り
内
容
は
異

な
り
ま
す
が
、
断
る
こ
と
を
悪
い

と
思
っ
て
い
る
気
持
ち
や
自
分
を

誘
っ
た
り
自
分
に
頼
ん
で
く
れ
た

こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

ま
す
。

（
２
）
次
に
「
断
る
理
由
」
を
伝

え
ま
す
。
も
の
を
頼
む
と
き
も
そ

う
で
す
が
、
相
手
に
そ
れ
は
ど
う

し
て
か
と
い
う
理
由
や
事
情
を
伝

え
る
か
否
か
で
、
断
ら
れ
る
側
の

反
応
が
か
な
り
違
っ
て
き
ま
す
。

（
３
）
実
際
に
「
断
り
の
言
葉
」

を
伝
え
ま
す
。
大
事
な
の
は
相
手

に
断
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
る
よ

う
は
っ
き
り
と
言
う
こ
と
で
す
。

曖
昧
に
「
だ
か
ら
ち
ょ
っ
と
」
と

か
「
○
○
か
も
」
な
ど
で
は
相
手

が
断
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し

に
く
く
、
そ
の
結
果
続
け
て
何
度

も
頼
ま
れ
た
り
、
「
強
く
押
せ
ば

受
け
入
れ
ら
れ
る
」
な
ど
と
思
わ

せ
て
し
ま
い
や
す
く
な
り
ま
す
。

（
４
）
「
代
わ
り
の
案
」
を
提
示
し

ま
す
。
こ
れ
は
断
る
代
わ
り
に
何

か
相
手
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を

伝
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
気
遣
い

が
あ
る
と
断
ら
れ
た
方
は
「
自
分

の
こ
と
を
考
え
て
く
れ
て
い
る
」

と
感
じ
ら
れ
、
断
ら
れ
て
嫌
な
思

い
を
す
る
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
な
感

情
が
起
こ
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

親
子
で
実
際
の
場
面
を
想
定

し
、
「
誘
う
（
頼
む
）
役
」
、
「
断

る
役
」
に
な
り
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
で

練
習
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

際
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
大
事
な
こ
と
を
伝
え
ま
す
。
①

相
手
に
体
を
向
け
目
を
見
て
話
す

②
相
手
に
聞
こ
え
る
よ
う
な
声
で

は
っ
き
り
と
話
す

③
落
ち
着
い

て
自
信
を
持
っ
て
話
す
な
ど
が
大

切
で
す
。

ま
ず
は
親
が
断
る
役
に
な
り
見

本
を
示
し
ま
す
。
そ
し
て
役
割
を

交
替
し
て
練
習
し
ま
す
。
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
後
ど
う
感
じ
た
か
、
ど
こ

が
難
し
い
か
話
し
合
い
、
具
体
的

改
善
策
を
助
言
し
ま
す
。
批
判
的

に
な
ら
ず
「
こ
こ
が
よ
か
っ
た
」

と
褒
め
、
「
こ
う
す
れ
ば
も
っ
と

い
い
よ
」
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
伝
え

ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
が
断
ら
れ
役

に
な
る
こ
と
で
、
ど
う
伝
え
れ
ば

嫌
な
気
持
ち
に
な
ら
な
い
か
、
ど

う
言
え
ば
断
っ
て
い
る
こ
と
が
は

っ
き
り
伝
わ
る
か
が
実
感
で
き
ま

す
。
悪
い
例
も
大
げ
さ
に
演
じ
た

り
し
て
楽
し
く
工
夫
し
て
や
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
繰
り
返
し
練
習

す
れ
ば
自
然
と
身
に
つ
い
て
い
き

ま
す
。
気
長
に
少
し
ず
つ
上
達
で

き
る
よ
う
ヘ
ル
プ
し
て
あ
げ
ま
し

ょ
う
。
最
初
は
断
り
や
す
い
場
面

を
使
い
、
上
達
と
共
に
よ
り
断
り

に
く
い
場
面
を
設
定
し
て
練
習
し

ま
す
（
理
不
尽
な
要
求
を
さ
れ
た

等
）
。
い
ろ
い
ろ
な
状
況
で
上
手

に
断
る
ス
キ
ル
を
習
得
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
、
子
ど
も
は
こ
の
よ
う

な
ス
キ
ル
を
親
を
見
て
学
び
ま

す
。
親
が
上
手
な
断
り
方
を
し
て

い
れ
ば
子
ど
も
も
自
然
と
そ
の
よ

う
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
い
き

ま
す
。
ま
ず
は
親
自
身
が
上
手
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
が
け

た
い
も
の
で
す
。
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オ
ー
ル
コ
ッ
ト
作
、
「
若
草

物
語
」
は
、
昔
か
ら
多
く
の
人

に
読
ま
れ
愛
さ
れ
て
き
た
本
で

す
。
な
の
で
、
こ
の
本
は
面
白

い
に
ち
が
い
な
い
と
考
え
、
こ

の
本
を
選
び
ま
し
た
。

四
人
姉
妹
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性

的
な
性
格
の
持
ち
主
で
す
。
長

女
メ
グ
は
、
や
さ
し
く
て
、
頭

が
良
い
で
す
。
次
女
の
ジ
ョ
ー

は
、
し
ょ
う
ど
う
的
で
、
あ
ら

い
性
格
で
す
。
三
女
の
ベ
ス
は
、

音
楽
好
き
で
、
末
っ
子
の
エ
イ

ミ
ー
は
、
ふ
だ
ん
は
わ
が
ま
ま

だ
け
ど
、
時
に
は
す
な
お
な
面

も
見
せ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
性

格
の
ち
が
う
マ
ー
チ
家
の
姉
妹

が
、
様
々
な
出
来
事
を
通
し
て

成
長
し
て
い
く
姿
を
え
が
い
た

の
が
、
「
若
草
物
語
」
で
す
。

お
父
さ
ん
が
、
戦
争
に
行
っ

て
し
ま
う
と
こ
ろ
か
ら
、
物
語

は
始
ま
り
ま
す
。
マ
ー
チ
家
ま

ず
し
い
で
す
が
、
も
っ
と
ま
ず

し
い
人
々
に
食
べ
物
を
分
け
て

あ
げ
る
よ
う
な
、
親
切
な
家
族

で
す
。
医
者
で
あ
る
お
父
さ
ん

が
戦
場
の
お
医
者
さ
ん
と
し
て

行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
も
っ

と
貧
乏
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
、
ジ
ョ
ー
は
自

ま
ん
の
長
く
て
美
し
い
髪
を
切

っ
て
、
家
族
の
食
べ
物
を
買
っ

た
り
、
妹
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
買
っ
て
あ
げ
ま
す
。

自
分
を
ぎ
せ
い
に
し
て
、
他
の

人
の
た
め
に
な
る
こ
と
は
、
と

て
も
思
い
や
り
の
あ
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

エ
イ
ミ
ー
が
こ
お
っ
た
湖
に

落
ち
て
、
死
に
そ
う
に
な
っ
た

時
、
ジ
ョ
ー
は
、
エ
イ
ミ
ー
と

ケ
ン
カ
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

エ
イ
ミ
ー
が
死
な
な
い
よ
う
に

祈
り
ま
し
た
。
こ
の
場
面
で
は
、

と
て
も
心
を
動
か
さ
れ
ま
し

た
。
家
族
を
思
い
や
る
こ
と
の

大
切
さ
を
、
つ
く
づ
く
感
じ
ま

し
た
。

ま
た
、
ジ
ョ
ー
が
ロ
ー
リ
ー

の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
受
け
な
か
っ

た
時
は
、
驚
き
ま
し
た
。
私
が

ジ
ョ
ー
だ
っ
た
ら
、
ロ
ー
リ
ー

の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
受
け
た
と
思

い
ま
す
。
ロ
ー
リ
ー
は
み
り
ょ

く
的
な
男
性
だ
し
、
結
婚
せ
ず

に
一
人
で
生
き
て
い
く
の
は
さ

み
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
作
者
だ
っ
た
ら
、
四
人

の
女
の
子
の
成
長
し
た
時
の
話

を
書
き
た
い
で
す
。
四
人
は
、

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
ん
で
、

立
派
な
大
人
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

（
米
国
生
ま
れ
）

これまで作文掲載者には掲載紙を１部郵送していましたが、2018年10月よ

り郵送を中止させて頂きます。本紙デジタル版よりPDFをダウンロードして

頂くようお願い致します。学校単位で応募、掲載された方は学校に郵送され

た掲載紙を学校担当者よりお受け取り下さい。別途、掲載紙をご希望の方は

郵送料負担にて個別郵送致しますので編集部までご連絡下さい。

ぼ
く
の
友
達
で
お
父
さ
ん
が

い
な
い
子
が
い
る
。
去
年
ま
で

同
じ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。
気
が
合

っ
て
よ
く
一
緒
に
遊
ん
だ
。
名

前
は
マ
ネ
ー
と
言
う
。
や
さ
し

く
て
、
頭
が
よ
く
て
、
ユ
ー
モ

ア
が
あ
る
。
キ
ン
ダ
ー
の
時
か

ら
五
年
間
一
緒
だ
っ
た
。
ぼ
く

と
マ
ネ
ー
は
、
サ
ッ
カ
ー
が
大

好
き
で
、
休
み
時
間
に
は
必
ず

外
で
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
を
し
て

遊
ん
だ
。

三
年
前
の
あ
る
日
、
マ
ネ
ー

が
言
っ
た
。
「
ぼ
く
、
お
父
さ

ん
い
な
い
ん
だ
。
」
ぼ
く
は
お

ど
ろ
い
て
、
ボ
ー
ル
を
足
で
受

け
と
ら
な
か
っ
た
。
「
う
ん
、

そ
う
な
ん
だ
よ
。
ぼ
く
の
お
父

さ
ん
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
に
行
っ

て
死
ん
で
し
ま
っ
た
ん
だ
。
」

そ
れ
を
聞
い
て
、
ぼ
く
は
石
で

う
た
れ
た
よ
う
な
感
じ
が
し

た
。
そ
れ
ま
で
、
世
界
中
の
み

ん
な
は
幸
せ
で
、
悲
し
む
こ
と

な
く
生
き
て
い
る
と
思
っ
て
い

た
。
マ
ネ
ー
は
つ
ら
そ
う
だ
っ

た
。
ぼ
く
は
、
う
ち
で
弟
と
け

ん
か
を
し
て
悲
し
く
な
っ
た
こ

と
は
あ
っ
た
。
で
も
、
こ
ん
な

悲
し
み
は
、
感
じ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。
お
父
さ
ん
が
い
な
い

と
い
う
事
は
、
ど
う
い
う
く
ら

し
な
ん
だ
ろ
う
。
三
年
た
っ
た

今
で
も
、
マ
ネ
ー
の
つ
ら
さ
と

悲
し
み
は
、
ぼ
く
の
心
に
残
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
、
忘
れ
た
く
な
い
と
思
う
。

ぼ
く
の
家
族
は
、
家
族
全
員

そ
ろ
っ
て
い
て
一
し
ょ
に
く
ら

せ
て
幸
せ
だ
な
。
ぼ
く
の
お
父

さ
ん
が
い
な
い
毎
日
な
ん
て
想

像
で
き
な
い
。
マ
ネ
ー
の
お
父

さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
う

ま
で
、
周
り
の
み
ん
な
も
、
幸

せ
に
生
き
て
い
る
と
思
っ
て
い

た
。
で
も
ち
が
う
ん
だ
。
こ
の

世
界
は
、
そ
ん
な
い
い
所
で
は

な
い
ん
だ
。
本
当
は
こ
わ
い
所

な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の

三
年
間
だ
ん
だ
ん
と
強
く
感
じ

ら
れ
て
き
た
。

以
前
は
、
小
さ
な
失
敗
や
問

題
が
あ
っ
て
ち
ょ
っ
ぴ
り
悲
し

く
な
っ
た
時
、
僕
は
ベ
ッ
ド
ル

ー
ム
に
、
と
じ
こ
も
っ
て
い
た
。

例
え
ば
、
算
数
の
問
題
が
と
け

な
い
時
と
か
、
お
母
さ
ん
や
先

生
に
お
こ
ら
れ
た
時
だ
。
ぼ
く

は
、
不
運
だ
な
と
か
、
も
う
学

校
へ
は
行
き
た
く
な
い
な
あ
と

考
え
た
。
で
も
、
そ
ん
な
ち
っ

ぽ
け
な
こ
と
は
、
マ
ネ
ー
の
つ

ら
さ
や
悲
し
み
と
は
比
べ
も
の

に
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
挑
戦

し
た
り
、
す
こ
し
が
ま
ん
す
れ

ば
い
い
。

こ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い

る
う
ち
に
、
一
つ
と
て
も
重
要

な
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
そ
れ

は
、
家
族
の
大
切
さ
だ
。
ど
ん

な
つ
ら
い
目
に
合
っ
て
も
、
家

族
は
そ
れ
を
い
っ
し
ょ
に
乗
り

こ
え
て
行
く
ん
だ
。
悲
し
い
こ

と
も
楽
し
い
こ
と
も
、
い
っ
し

ょ
に
生
き
て
い
く
の
が
家
族

だ
。
だ
か
ら
家
族
は
、
人
生
の

中
で
一
番
大
切
な
も
の
な
ん

だ
。

ぼ
く
は
、
マ
ネ
ー
の
つ
ら
さ

を
感
じ
て
、
大
き
く
な
っ
た
ら

戦
争
で
困
っ
て
い
る
人
々
を
助

け
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
マ
ネ
ー
み
た
い

な
子
供
達
を
元
気
づ
け
て
あ
げ

ら
れ
る
よ
う
な
仕
事
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
考
え
は
、

自
分
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
ぼ
く

の
家
族
と
未
来
の
僕
の
家
族
に

も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

う
。
だ
か
ら
こ
こ
に
書
き
残
し

た
い
。
ぼ
く
は
勉
強
を
し
っ
か

り
し
て
、
世
界
を
体
験
し
て
、

困
っ
て
い
る
人
々
の
役
に
立
ち

た
い
。
世
界
を
も
っ
と
い
い
所

に
し
た
い
。
そ
ん
な
夢
が
か
な

え
ら
れ
た
ら
い
い
と
思
う
。
そ

れ
に
は
、
毎
日
少
し
ず
つ
努
力

を
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思

う
。戦

争
は
、
こ
の
世
界
の
最
悪

の
問
題
だ
と
思
う
。
戦
争
で

人
々
が
殺
し
合
い
、
家
族
が
は

な
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
、
貧
し

さ
や
き
が
で
苦
し
む
人
が
た
く

さ
ん
出
る
。
ぼ
く
の
そ
ん
け
い

す
る
人
の
一
人
は
、
イ
ン
ド
の

経
済
学
者
の
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・

セ
ン
だ
。
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ

ン
は
、
貧
し
さ
や
人
間
の
安
全

保
障
に
つ
い
て
書
い
た
。
例
え

ば
、
「
貧
困
、
戦
争
と
平
和
」

と
い
う
ろ
ん
文
は
、
ぼ
く
に
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
く
れ

た
。
ぼ
く
も
、
ア
マ
ル
テ
ィ

ア
・
セ
ン
の
よ
う
に
経
済
学
を

学
び
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
戦

争
や
き
が
や
貧
し
さ
を
な
く
す

こ
と
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
う
。

今
年
の
秋
、
マ
ネ
ー
と
家
族

は
、
セ
ル
ビ
ア
に
引
っ
こ
し
て
、

マ
ネ
ー
は
転
校
し
て
し
ま
っ

た
。
マ
ネ
ー
の
お
父
さ
ん
が
ア

メ
リ
カ
軍
隊
に
入
っ
た
わ
け
の

一
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
合
し
ゅ
う

国
の
市
民
権
を
取
る
た
め
だ
っ

た
。
で
も
、
そ
れ
を
取
ら
な
い

ま
ま
、
命
を
な
く
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
し
て
、
マ
ネ
ー
達
は
、

亡
く
な
っ
た
お
父
さ
ん
の
故
郷

で
あ
る
セ
ル
ビ
ア
に
行
っ
て
し

ま
っ
た
。

マ
ネ
ー
は
今
、
何
を
し
て
い

る
か
な
。
新
し
い
学
校
は
ど
う

か
な
。
ぼ
く
の
こ
と
を
お
ぼ
え

て
い
る
か
な
。
こ
れ
か
ら
、
い

い
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
る
と

い
い
ね
。
ぼ
く
達
が
大
き
く
な

っ
た
ら
ま
た
会
い
た
い
。
そ
の

時
、
何
の
仕
事
を
し
て
い
る
だ

ろ
う
。
お
た
が
い
に
が
ん
ば
っ

て
、
家
族
と
友
達
を
大
切
に
し

よ
う
。
ま
た
会
え
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
よ
マ
ネ
ー
。

（
米
国
生
ま
れ
）

「
友
達
、
家
族
、
戦
争
と
平
和
」

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校
小
５

槙
原
　
尚
紀

私
は
、
こ
の
二
〇
一
九
年
と

い
う
年
は
い
ろ
い
ろ
な
「
扉
」

を
開
け
る
大
切
な
年
だ
と
思
う
。

私
の
今
年
の
大
き
な
目
標
は
、

「
英
語
と
勉
強
を
頑
張
る
と
い
う

こ
と
」
と
、
「
自
分
に
強
く
生
き

る
」
と
い
う
こ
と
だ
。

ア
メ
リ
カ
に
来
て
も
う
す
ぐ

五
か
月
。
私
に
は
日
本
人
の
友

達
だ
け
で
は
な
く
ア
メ
リ
カ
の

友
達
も
た
く
さ
ん
増
え
た
。
だ

が
、
私
は
ま
だ
英
語
が
全
く
喋

れ
な
い
の
で
伝
え
た
い
こ
と
が

時
々
伝
わ
ら
な
い
と
と
て
も
悲

し
く
な
る
。
さ
ら
に
、
買
い
物

な
ど
に
行
っ
た
と
き
、
速
い
英

語
で
言
わ
れ
る
と
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
時
、

私
は
よ
く
「
言
葉
を
伝
え
る
と

い
う
こ
と
は
と
て
も
大
変
な
事

な
ん
だ
な
、
も
っ
と
頑
張
ら
な

い
と
い
け
な
い
な
」
と
思
う
。

そ
し
て
私
の
も
う
一
つ
の
目
標

で
あ
る
の
が
「
勉
強
」
。
勉
強
は

中
学
一
年
生
に
な
っ
て
と
て
も

難
し
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
補
習

校
は
週
に
一
回
し
か
な
い
。
だ

か
ら
、
予
習
復
習
が
と
て
も
大

切
に
な
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、

も
う
す
ぐ
私
は
中
学
二
年
生
だ
。

今
ま
で
の
勉
強
方
法
と
は
違
う

勉
強
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。

こ
れ
か
ら
は
落
ち
着
い
て
、
ま

ず
は
自
分
の
力
で
頑
張
り
た
い
。

こ
の
二
つ
の
目
標
の
扉
を
開

け
る
に
は
、
自
分
に
強
く
生
き

る
こ
と
が
大
切
だ
。
こ
の
前
母

に
、
「
光
紗
に
は
自
分
に
強
く
生

き
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
欠
け
て

い
る
と
思
う
よ
。
」
と
言
わ
れ
た
。

確
か
に
そ
う
だ
。
私
は
今
ま
で

自
分
に
と
て
も
弱
く
い
つ
も
後

回
し
て
楽
な
道
を
選
ん
で
し
ま

っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
今
ま
で

宿
題
が
終
わ
ら
な
か
っ
た
り
テ

ス
ト
で
間
違
え
た
り
し
て
し
ま

っ
て
い
た
。
そ
し
て
自
分
に
強

く
な
い
と
勉
強
も
出
来
な
い
と

思
っ
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら

は
自
分
に
強
く
生
き
る
事
、
自

分
自
身
を
甘
や
か
さ
な
い
こ
と

を
忘
れ
ず
に
生
活
し
た
い
。

私
に
は
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん

の
テ
ス
ト
や
受
験
、
検
定
が
あ

る
。
英
語
も
ア
メ
リ
カ
に
住
む

に
は
と
て
も
大
切
だ
。
さ
ら
に

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
私
の
目
標

は
増
え
て
い
く
。
た
く
さ
ん
の

目
標
の
扉
を
開
く
た
め
に
は
た

く
さ
ん
の
努
力
と.

自
分
に
強
く

な
る
こ
と
が
大
切
だ
。
ど
ん
ど

ん
増
え
て
く
目
標
の
扉
を
開
く

た
め
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。

（
滞
米
５
か
月
）

（学年は応募時）
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オペラ座の怪人
The Phantom of the Opera
Majestic Theatre
247 W. 44th St. 
(bet 7th & 8th Aves)
$29.00〜$209.00 2h30m
www.thephantomoftheopera.com

© Broadway.  com 

パリのオペラ座の地下に棲む怪人

の、歌姫クリスティンへの悲恋物

語。ある日クリスティンは、怪人

の仮面を剥いでしまう。

--------------------------------------------------

シカゴ
Chicago
Ambassador Theatre
219 W. 49th St. 
(bet Broadway & 8th Ave)
$49.50〜$189.00 2h30m
www.chicagothemusical.com
1920年代のシカゴ台。愛人殺し

の罪を逃れたコーラスガール、

ロキシーは悪徳弁護士と組みス

キャンダルで一躍有名になる。

--------------------------------------------------

ライオン・キング
The Lion King
Minskoff Theatre
1515 Broadway 
(corner of 45th St)
$99.00〜$299.00 2h30m
www.disney.go.com/disney
theatrical

© Broadway.  com

無実の父親殺しの罪で王国を追

われたライオン、シンバが、新

しい仲間と出会い、やがて勇敢

な「ライオンの王」に成長する

までの物語。

--------------------------------------------------

ウィキッド
Wicked
Gershwin Theatre
222 W. 51st St. 
(bet Broadway & 8th Ave)
$89.00〜$252.00 2h45m
www.wickedthemusical.com
物語は『オズの魔法使い』のラ

スト、西の魔女エルファバの死

から始まる。その死に狂喜する

オズの人々を前に、エルファバ

の親友が現れる。

--------------------------------------------------

ブック・オブ・モルモン
The Book of Mormon  
Eugene O'Neill Theater
230 W. 49th St.
(bet Broadway & 8th Ave)
$69.00〜 $199.00    2h30m
www.bookofmormonbroadway.com

© Broadway.  com 

モルモン教徒の青年ふたりが

ソルトレイクシティから可能な

限り遠くへ伝道に行った先はウ

ガンダ。過激なブラックジョー

クの意欲作。

キンキーブーツ
Kinky Boots
Al Hirschfeld Theatre
302 W. 45th St.

（bet 8th & 9th Aves）
$55.00〜$199.00 2h30m
http://kinkybootsthemusical.com
実在の靴メーカー、W. J. ブルッ

クス社がモデルの実話。「差別

や偏見を乗り越えた時、世界は

変わって見える」。2005年英映

画のミュージカル化作品。

--------------------------------------------------

ビューティフル：
キャロル･キング物語
Beautiful:
The Carol King Story
Stephen Sondheim Theatre
124 W. 43rd St.
(bet. 6th Ave. & Broadway)
$59.00〜$249.00 2h20m
www.beautifulonbroadway.com
世界中で大ヒットしたセカンド

アルバム「つづれおり」で知ら

れるシンガー･ソングライターの

半生を描いた新作。

--------------------------------------------------

アラジン
Aladdin
New Amsterdam Theatre
214 W. 42th St.
(bet 7 th & 8 th Aves)
$57.50〜$215.00  2h30m 
www.aladdinthemusical.com

「アラジンと魔法のランプ」が

アカデミー賞受賞作曲家の名曲

で登場。魔法のランプが巻き起

こす大冒険、そしてロマンス。

--------------------------------------------------

ハミルトン
Hamilton
Richard Rodgers Theatre
226 W. 46th St
(bet. Broadway & 7th Ave.)
$350.00 〜$849.00 2h55m
www.broadway.com

© Broadway.  com 

合衆国憲法の起草者の一人、ア

レ キ サ ン ダ ー ・ ハ ミ ル ト ン

（1755-1804）の生涯をヒップホ

ップにのせて描く。

--------------------------------------------------

ウェイトレス
Waitress
Brooks Atkinson Theatre
256 W. 47th St.
(bet 7th & 8th Ave)
$79.00〜299.00 2h30m
www.waitressthemusical.com

© Broadway.  com

気鋭のシンガーソングライター、

サラ・バリレスの楽曲で同名映

画が舞台化。南部の田舎でウェ

イトレスとして働くジェンナが

予想外の妊娠をきっかけに、本

当の幸せに目覚めていく。

--------------------------------------------------

ディア・エヴァン・ハンセン
Dear Evan Hansen
Music Box Theatre
239 W.45th St.
(bet.7th & 8th Aves)
$119.00~$299.00 2h30m
http://www.broadway.com
自分の存在を誰もが気にして来

なかったエヴァンは、突然一通

の手紙によって一躍有名にな

り、誰もが知りたく近づきたい

存在になったが…。

--------------------------------------------------

アナスタジア
Anastasia
Broadhurst Theatre
235 W.44th St.
(bet Broadway & 7th Ave. )
$69.00~$275.00 2h25m
www.broadway.com

© Matthew Murphy

1997年同名映画の舞台版。記憶

を失いパリで暮らす孤児のアー

ニャはロシア革命時に行方不明

となった皇女なのだろうか。時

代が大きく変わるなかで、たく

ましく生きるアーニャの姿を新

作ミュージカルで描く。

--------------------------------------------------

カム・フロム・アウェー
Come From Away
Schoenfeld Theatre
236 W.45th St.
(bet. Broadway & 7th Ave.)
$69.00- $227.00  1h40m
www.broadway.com
カナダの小さい町ガンダーで実

際にあった話に基づく舞台。９

月11日、38機の飛行機と乗客６

千人超が緊急避難。文化や言語

を越えて町民は客人をもてなす。

カナダ発ミュージカル。

--------------------------------------------------

バンドビジット
The Band's Visit
Ethel Barrymore Theatre
243 W.47th St.
(bet. Broadway & 7th Ave.)
$49.00~$931.00  1h30m
www.broadway.com

© Broadway.  com

エジプトの警察音楽隊が公演旅

行でイスラエルに入国する。予

定外の砂漠の真ん中の町に行く

はめに。灼熱の太陽のもと、音

楽隊員たちの思わぬ交流が始ま

る。2018年トニー賞10部門受賞。

--------------------------------------------------

フローズン
Frozen
St.James Theatre
246 W.44th St.
(bet. 7th & 8th Aves)
$82.50〜$299.00 2h30m
www.frozenmusical.com

© Broadway.  com

同名映画（邦題：アナと雪の女

王）で一世風靡した名作が舞台

に。映画版に新曲も加えたディ

ズニーミュージカル最新作。

--------------------------------------------------

マイ・フェア・レディ
My Fair Lady
Vivian Beaumont Theater
150 W.65th St.
(Lincoln Plaza)
$97.00〜$325.00 2h55m
www.lincolncenter.org

©Joan  Marcus

「王様と私」や「南太平洋」の再

演でトニー賞を着実に受賞する

演出家バートレット・シャーが、

名作を豪華絢爛な新演出で再演。

--------------------------------------------------

ミーン・ガールズ
Mean Girls
August Wilson Theatre
245 W.52nd St.
(bet. 7th & 8th Aves)
$79.50〜$299.50  2h30m
meangirlsonbroadway.com
2004年の同名映画の舞台化、学

園コメディー。アフリカで育っ

たケイディにとって規則でがん

じがらめのシカゴ郊外の学園生

活はいかに。

--------------------------------------------------

サマー：ザ・ドナ・サ
マー・ミュージカル
SUMMER:
The Donna Summer Musical
Lunt Fontanne Theater
205 W.46th St.
(bet.7th &8th Aves.)
$48.00〜$252.00 １h40m
www.broadway.com

1970年代後半にディスコ界に君

臨したスター歌手ドナサマー

（1948-2013）の生涯を綴る新作。

-------------------------------------------------

プリティーウーマン
Pretty Woman
Nederlander Theatre
208 W.41st St.
(bet.Broadway & 7th Ave.)
$99.00 〜169.00 2h35m
www.broadyway.com
ウォール街の青年実業家とコー

ルガール。援助交際から本当の

恋愛が生まれる。著名コメディ

ー映画を舞台にした新作。

--------------------------------------------------

キングコング
KIng Kong

Broadway Theatre
1681Broadway
(50 & 51 Sts)
$49.00 〜200.00  2h30m
www.broadyway.com

©Joan  Marcus

ロボット工学と人形劇と舞台芸

術が融合した革新的ステージで、

2000ポンドに20階建て相当の巨

大キングコングがブロードウエ

ーに現れる。女優と映画人のカ

ップルが1930年代のニューヨー

クから未知の島まで冒険の旅に

出る。

--------------------------------------------------

プロム
The Prom
Longacre Theatre
220 W.48th St.
(bet. Broadway & 7th Ave.)
$49:00〜$199:00 2h15m
www.theprommusical.com

©Denn van Meer

レズビアンカップルの女子高校

生が、プロム（卒業パーティー）

に参加しようとしたらプロム自

体が中止に。メディアで放送さ

れ全米中の話題となった二人の

行動が周囲を変えていく。

キス・ミー・ケイト
Kiss Me, Kate
Studio 54
254 W.54th St.
(bet. Broadway & 7th Ave.)
＄59.00〜$129.00 2h30m
www.broadyway.com
シェイクスピアの「じゃじゃ馬

ならし」をベースに1948年に発

表されたコール・ポーター作

詞・作曲の古典コメディー。渡

辺謙と「王様と私」で共演した

実力派のケリー・オハラが出演。

ビー・モア・チル
Be More Chill
Lyceum Theatre
145 W.45th St.
(bet. 6th Ave. & Broadway)
$49.00〜$250.00 2h30m
www.broadyway.com
同名小説を基に昨年オフブロー

ドウエーで発表され、連日完売

となった話題作。ニュージャー

ジー州のごくありふれた高校を

舞台に繊細な青年の心を描く。

エイント・トゥー・プ
ラウド
Ain't  Too Proud

Imperial Theatre
249 W.45th St.
(bet. Broadway & 7th Ave. )
$49.00〜$250.00 2h30m
www.broadyway.com

「ソウルの皇帝」と称されるテン

プテーションズの紆余曲折の誕

生物語を歌と踊りで綴る。

ザ・シェール・ショー
The Sher Show
Neil Simon Theatre
250 W.52th St.
(bet. Broadway & 7th Ave. )
$59.00〜$250.00 2h40m
www.broadyway.com
米エンタメ世界に君臨する歌手

のシェールの波瀾万丈の人生を、

ヒット曲にのせて３人の女優が

演じる新作。

チケット料金（券面）は3/1〜3/31のものです。
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http://ariyoshiny.com
http://op-ed.jp
https://youtu.be/MIgyPoqSQyc
https://www.youtube.com/watch?v=lSzdmDzw6kg


    









  









https://www.samuraimama.com/
http://iwaokadental.com
http://myriverside.net/home
http://www.ojfd.com
https://www.parkavesinusallergy.com
https://www.howtotrainyourdragon.com/videos/how-to-train-your-dragon-final-theatrical-trailer
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